
大阪府立豊中中学校・豊中高等学校 同窓会報� 創立大正10年（1921年）

寄付活用＝今春「豊陵ホール」等100周年記念事業いよいよ着工
豊陵会総会延期　10月25日に開催（24面）
東京支部総会中止（6面）
「加古隆ピアノ・ソロ・コンサート」延期、9月18日に開催（14面）
同期会等本年予定会合の状況（17面）

「未来へ残そう100周年の夢」　後輩の活躍は　先輩の活力

2020年４月
（令和２年）
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「
教
育
基
金
」設
立
を
目
標
に
全
力

3
月
3
日
、
第
3
回「
百
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」が
各
組
織
の
代
表
委
員

32
名
が
出
席
し
河
村
利
行
・
豊
陵
会
副
会

長
の
司
会
で
開
か
れ
た
。

ま
ず
大
田
典
子
会
計（
豊
友
会
幹
事
長
）

が
募
金
状
況
を
報
告
。
2
月
末
に
募
集
期

限
終
了
の「
特
定
寄
付
」が
目
標
6
千
万
円

に
対
し
て
約
5
、
7
6
0
万
円
、
一
般
寄

付
と
も
で
7
千
万
円
台
に
な
っ
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

こ
れ
で
府
に
申
請
の
母
校
施
設
拡
充
が

予
定
通
り
実
行
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
今
後
は「
一
般
寄
付
4
千
万
円
」の
募

金
活
動
に
絞
り
、「
生
徒
た
ち
の
留
学
・

派
遣
」の
財
源
と
な
る「
豊
中
高
校
教
育
基

金
」設
立
を
目
標
に
進
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

高
坂
会
長
は「
各
方
面
の
ご
協
力
で
特

定
寄
付
の
目
標
を
ひ
と
ま
ず
達
成
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
肩
の
荷
が
一
つ
降
り
た
。

次
は
母
校
の
生
徒
・
後
輩
た
ち
へ
の
支
援

と
し
て
教
育
基
金
設
立
を
目
標
に
、
少
し

は
肩
の
力
を
抜
き
な
が
ら
も
残
り
一
般
寄

付
4
千
万
円
の
達
成
に
向
け
て
、
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
発
言
。

平
野
校
長
も「
特
定
寄
付
に
よ
る
諸
施

1
年
生
生
徒
は
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
テ
レ
ビ

参
加
。
豊
陵
会
会
員
・
関
係
者
で
3
0
0

席
を
め
ど
に
確
保
を
検
討
。

記
念
講
演
・
記
念
演
奏
者
に
は
卒
業
会

員
か
ら
の
登
壇
を
交
渉
中
。
式
典
進
行
役

は
生
徒
か
ら
選
出
し
、
先
輩
プ
ロ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
助
言
を
受
け
る
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
16
時
に
終
了
し
、
梅
田
に
移
動

し
て
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
。

設
の
充
実
計
画
が
予
定
ど
お
り
実
行
で
き

る
こ
と
に
な
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
安
心

し
た
。
大
事
な
予
算
を
有
効
に
支
出
し
て

各
位
の
期
待
に
添
い
た
い
」と
述
べ
た
。

つ
い
で
安
福
一
貴
・
記
念
事
業
部
副
部

会
長（
母
校
首
席
）が「
豊
陵
ホ
ー
ル
」新
設

な
ど
の
進
捗
状
況
を
報
告
。
夏
休
み
を
中

心
に
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
、
当
初
計
画

よ
り
も
見
積
額
が
少
な
く
な
っ
た
分
で
機

器
の
補
充
を
す
る
な
ど
計
画
が
特
定
寄
付

金
額
内
に
収
ま
る
見
通
し
を
述
べ
た
。

武
内
由
佳
・
総
務
部
会
長（
母
校
教
頭
）

が
一
般
寄
付
に
も
と
づ
く
記
念
事
業
と
予

算
配
分
に
つ
い
て
報
告
し
質
疑
が
か
わ
さ

れ
た
。

休
憩
の
の
ち
須
賀
寅
充
・
式
典
部
会
長

（
元
校
長
）が
2
0
2
1
年
5
月
7
日（
金
）

の
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
の
準
備
状
況

を
報
告
し
た
。（
詳
細
は
別
項
） 

最
終
目
標
1
億
円
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

会
議
の
最
後
に
募
金
活
動
に
関
連
し
て

三
木
俊
博
・
募
金
担
当
副
会
長（
高
20
）が

特
に
発
言
を
求
め
、「
こ
こ
ま
で
来
た
募

金
活
動
を
目
標
達
成
ま
で
全
力
を
挙
げ
た

い
。
募
金
の
趣
旨
・
目
的
を
再
確
認
し
、

新
た
な
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち

で
関
係
各
位
の
協
力
を
得
て
各
期
・
各
団

体
に
新
し
い
観
点
か
ら
協
力
を
依
頼
す
る

こ
と
や
、
募
金
趣
意
書
の
改
定
作
成
な
ど

を
河
村
利
行
副
会
長（
高
26
・
法
人
・
団

体
募
金
担
当
）と
と
も
に
実
行
し
た
い
」と

述
べ
た
。

2
0
2
1
年
5
月
7
日
、

記
念
式
典
と
祝
賀
会

記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
式
典
部
会
・

須
賀
部
会
長（
豊
陵
会
副
会
長
）か
ら
経
過

報
告
が
あ
っ
た
。

式
典
は
5
月
7
日（
金
）午
後
、
16
時
終

了
の
予
定
で
曽
根
・
豊
中
市
立
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
会
場
定
員
の
関
係
で

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
は
梅
田
・
ホ
テ
ル
阪
急

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
移
動
し
て
18
時

30
分
か
ら
開
催
。
立
食
形
式
で
会
費
1
万

円
、
4
0
0
名
以
上
の
出
席
を
想
定
、
豊

陵
会
会
員
に
も
出
席
を
呼
び
か
け
る
。
会

場
を
盛
り
上
げ
る
M
C（
マ
ス
タ
ー・オ
ブ・

セ
レ
モ
ニ
ー
）の
桂
枝
女
太
さ
ん（
落
語
家
、

式
典
部
会
・
豊
友
会
幹
事
）が
豊
友
会
を

代
表
し
て
加
勢
、
企
画
を
練
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
あ
と
1
年
　
寄
付
総
額
一
億
円
へ

今
春
、
豊
陵
ホ
ー
ル
等
教
育
設
備
工
事
着
工　
記
念
事
業
着
々
と
！

豊
中
中
学
・
豊
中
高
校
創
立
1
0
0
周

年
ま
で
あ
と
一
年
と
迫
る
な
か
、
令
和
2

年
2
月
29
日
の
〆
切
ま
で
に
集
ま
っ
た
特

定
寄
付
は
5
8
0
0
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
食
堂
の
改
装
工
事
＝
新
し
い
主

体
的
教
育
の
ス
ペ
ー
ス
計
画「
豊
陵
ホ
ー

ル
」へ
の
改
装
工
事
と
各
教
室
へ
配
備
さ
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
最
新
の
教
材
の

調
達
等
の
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

れ
よ
り
創
立
1
0
0
周
年
記
念
の
各
種
事

業
は
、
仕
上
げ
の
段
階
に
入
り
、
ま
さ
に

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
総
額
1
億
円
の

寄
付
の
実
現
も
間
近
と
な
り
、
同
窓
会
体

制
の
拡
充
強
化
が
図
ら
れ
、
創
立
1
0
0

周
年
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
と
す
べ
く
母

校
の
新
世
紀
を
開
く
足
固
め
が
確
実
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

100周年募金、新しい段階へ
「特定寄付」ほぼ達成

「�如何に人生 100 年時代を 
迎えるか」
川島康生先生の講演が開催されました。

（中 23・高 1　心臓外科医）
令和元年 11 月 21 日（木）
豊中市立文化芸術センター

「イヤだと思っていても一生懸命にやるうち
に楽しくなってくることもある、人生は楽しく
なくてはいけない」と講演される川島先生も
「人生100年時代になっても、まんまるい、
真白な心を持っていればいつまでも楽しい人
生を生きられたのではないかと反省してい
る」と「純粋な心で」を語ったところが印象的で
数々の臨床経験がなければ聴けない貴重な
講演だった。なお、本会の主催はNPO法人
リタイアメント情報センター（高12竹川忠徳
理事長・高11中野寛成顧問・高9阿賀敏雄
関西支部長）、後援は豊陵会で開催され、
224,123円が、母校100周年に寄付された。

開催日時　令和2年10月1日（木）
開催場所　花屋敷ゴルフ倶楽部　ひろのコース
	� 兵庫県三木市吉川町上荒川713-1　
	 TEL：0794-72-0151
	� 今回もシニアの部（高16期以上）と一般の部の

2部制で開催致します。
組 合 せ 　�お申し込み時のご希望に出来るだけ沿うよう

に決定します。同期会での参加も大歓迎です。
費　　用　キャディ付＝約17,650円。
	� 上記にはプレー費、昼食、会食（ソフトドリン

ク付き）含む
会　　費　3,000円（賞品代。諸費に充当）

◆ 第18回豊陵会親睦ゴルフコンペ結果 ◆

10月4日（木）関西クラシックゴルフ倶楽部　参加38名
ダブルペリア方式シニアの部優勝　高15　越智克司さん
ダブルペリア方式一般の部優勝　　高16　松尾昌昭さん
なお、参加者から、母校100周年に寄付金計33,000円が集まった。

第19回豊陵会ゴルフコンペのご案内
－奮ってご参加ください－
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去
る
2
月
28
日
に
、
72
期

生
の
卒
業
式
が
無
事
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
本
中
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
大
騒
ぎ
し

て
い
る
最
中
で
し
た
の
で
、

挙
行
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
随

分
心
配
し
ま
し
た
。
卒
業
生

に
と
っ
て
卒
業
式
は
一
生
に
一

度
の
出
来
事
で
す
。
入
念
に

準
備
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ん
の

努
力
が
無
に
な
ら
ず
に
済

み
、
本
当
に
安
堵
し
ま
し
た
。

今
回
の
騒
動
を
見
る
に
つ
け
、

日
本
の
政
治
の
危
機
管
理
の

貧
し
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
徒

ら
に
不
安
だ
け
が
強
調
さ
れ
、

一
律
に
自
粛
を
強
い
る
の
は

如
何
な
も
の
か
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
で
教
育
現
場

が
混
乱
し
な
い
事
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

さ
て
、
去
る
2
月
末
日
を

も
っ
て
1
0
0
周
年
記
念
事

業
の
特
定
寄
付
の
募
集
期
間

が
終
わ
り
ま
し
た
。
お
蔭
様

で
予
定
し
て
い
た
豊
陵
ホ
ー

ル
の
改
装
に
必
要
な
工
事
費

5
8
0
0
万
円
と
い
う
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

豊
陵
会
員
、
教
職
員
の
皆
様
、

P
T
A
の
保
護
者
の
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
利
用
し

て
改
装
工
事
に
か
か
り
ま
す

が
、
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
に

姿
を
変
え
て
皆
様
に
お
目
見

え
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

い
よ
い
よ
1
0
0
周
年
の

記
念
行
事
ま
で
残
り
1
年
と

な
り
ま
し
た
。
募
金
活
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
寄
付

が
終
了
し
、
残
る
1
年
で
一

般
寄
付
の
募
金
活
動
に
力
を

入
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
特

定
寄
付
は
、
い
わ
ば
ハ
ー
ド

の
充
実
の
為
の
も
の
で
し
た

が
、
一
般
寄
付
は
ま
さ
に
ソ

フ
ト
の
充
実
の
為
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
中
心
は
教
育
基

金
の
創
設
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
後
輩
の
就
学
を
援
助
す

る
教
育
基
金
制
度
は
、
こ
の

先
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
大

切
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
回
は
そ
の
基
盤
作
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

私
は
今
年
で
会
長
就
任
3

年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
の
2

年
、
唯
ひ
た
す
ら
に
目
の
前

の
課
題
を
処
理
す
る
こ
と
に

忙
殺
さ
れ
て
、
豊
陵
会
の
全

体
を
俯
瞰
し
、
自
ら
の
役
割

を
顧
み
る
ゆ
と
り
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
1
0
0
周
年
の
実
行
委
員

会
の
活
動
を
通
じ
、
多
く
の

先
輩
や
同
期
生
、
或
い
は
後

輩
の
人
達
、
更
に
は
教
職
員

の
先
生
方
の
豊
中
高
校
に
寄

せ
る
熱
い
想
い
や
期
待
に
接

す
る
に
つ
れ
、
豊
陵
会
が
一

丸
と
な
れ
ば
き
っ
と
同
窓
会

と
し
て
や
れ
る
事
が
も
っ
と

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
1
0
0
周
年

は
決
し
て
我
々
の
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
の
豊

陵
会
の
活
動
の
あ
り
方
を
問

う
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
高
16
こ
う
さ
か・け
い
ぞ
う
）

新
副
会
長
あ
い
さ
つ高

20
三
木
俊
博

私
は
、
母
校
卒
業
後
、
一
度

も
同
窓
会（
同
期
会
を
含
む
）に

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
不
良

（
？
）会
員
で
し
た
。
2
0
1
8

年
が
卒
後
50
年
目
と
言
う
こ
と

で
、
同
期
の
高
田
様
ほ
か
の
方
々
が
世
話
役
と
な
っ
て「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
ア
ゲ
イ
ン
」の
集
ま
り
を
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
1
0
0
名
を
超
え
る

高
20
期
生
が
一
堂
に
集
い
、
私
も
は
じ
め
て
参
加
し
た
次
第
。
旧
友
と

の
語
ら
い
に
青
春
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
し（
苦
楽
両
方
）な
か
な
か

良
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、
会
長
の
高
坂
敬
三
様

が
私
と
同
業
先
輩
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
誘
わ
れ
て
軽
い
気
持
ち
で
昨

年
11
月
の
評
議
員
会
に
顔
を
出
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
会
場
で
大

先
輩
の
方
か
ら
、
補
佐
役
と
言
わ
ず
に
副
会
長
と
し
て
頑
張
れ
と
の
緊

急
動
議
が
出
さ
れ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
、
副
会
長
と
言
う
こ

と
に
。
当
会
内
で
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
新
参
者
で
す
が
、
な
っ
た

以
上
は
、
微
力
な
が
ら
も
、
母
校
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
成
功
に
お

役
に
立
て
れ
ば
と
務
め
ま
す
の
で
、
会
員
多
数
の
御
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

高
26
河
村
利
行

豊
中
高
校
創
立
1
0
0
周
年

の
大
事
な
時
期
に
、
豊
陵
会
の

副
会
長
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
と
は
言
え
、
私
は
豊
中
高
校
卒
業
以
来
、
こ
れ
ま
で
豊
陵
会
の
活

動
に
は
殆
ど
関
与
せ
ず
に
来
ま
し
た
の
で
、
要
領
が
わ
か
ら
ず
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

1
0
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
豊
陵
ホ
ー
ル
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
の
面
と
、
豊
中
高
校
教
育
基
金
の
開
設
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
面
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
寄
付
で
い
た
だ
い
た
資
金

で
順
次
実
現
さ
れ
て
行
き
ま
す
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
一
般

寄
付
が
そ
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

教
育
基
金
は
、
海
外
研
修
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
の
一
端
を
支
援
す
る
も
の
で
、
現
役
お
よ
び
将
来
の
豊
高
生
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
く
、
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
卒

業
生
に
基
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
般
寄
付
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

募
金
担
当
の
2
副
会
長
を
選
任

5
名
の
新
幹
事・
評
議
員
も

10
月
24
日　
幹
事
・
評
議
員
会

高
坂
会
長
が
募
金
活
動
強
化
の
た
め
に
事
前
の

役
員
会
で
了
承
を
得
た
2
名
の「
会
長
補
佐
」任
命

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
評
議
員
か
ら「
名
称
が
抽
象

的
で
あ
る
。
も
っ
と
強
い
権
限
を
持
っ
て
活
動
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
副
会
長
と
し
て
指
名
し
て

は
ど
う
か
」と
の
提
案
が
あ
り
、
質
疑
の
の
ち
現
在

1
名
の
副
会
長
を
増
員
す
る
形
で
、「
副
会
長
＝
募

金
担
当
」と
し
て
高
20
三
木
俊
博
さ
ん
・
高
26
河

村
利
行
さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
時
に
次
の
方
々
が
新
幹
事
・
評
議
員
と
し
て

承
認
さ
れ
た
。

▼
幹
事
＝
高
18
中
村
洋
之　

▼�

評
議
員
＝
高
7
岡
北　
章
、
高
27
河
嶋
倫
枝
、

高
46
宮
藤
幸
一
、
高
71
森　
航
太
・
森
田
瑞
生

決
算・
予
算
案
を
承
認

2
月
12
日　
幹
事
・
評
議
員
会

81
名
の
委
員
が
出
席
。
高
坂
会
長
が
議
長
に
指

名
さ
れ
、
大
川
財
務
幹
事
が
2
0
1
9
年
度
の
豊

陵
会
活
動
報
告
、
決
算
内
容
に
つ
い
て
報
告
説
明

の
あ
と
湊
会
計
監
事
が
会
計
監
査
報
告
を
行
な
い

承
認
さ
れ
た
。

つ
い
で
2
0
2
0
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
に

つ
い
て
の
説
明
、
併
せ
て
高
坂
会
長
か
ら
必
要
の

際
に
は
、
母
校
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
豊
陵
会

記
念
事
業
特
別
会
計
か
ら
支
出
す
る
こ
と
の
提
案

が
あ
り
、
質
疑
の
の
ち
承
認
さ
れ
た
。
今
年
度
の

予
算
で
は
収
入
＝
新
卒
業
会
員
の
会
費
3
2
2
万

円
、
豊
陵
会
協
力
金
5
0
0
万
円
を
柱
に
約
1
、

0
4
2
万
円
。
支
出
＝
豊
陵
会
報
を
臨
時
に
年
2

回
発
行
、
百
周
年
記
念
事
業
準
備
費
を
計
上
す
る

な
ど
の
支
出
増
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
予
算
計
上
に
な
っ
て
い
る
。

【
23
面
に
決
算
・
予
算
】

結
束
は
さ
ら
に
母
校
の
未
来
を
育
む

豊
陵
会
会
長　

高
坂
敬
三
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区分
創立100周年寄付金

件数 金額
職員（旧・現） 60 ¥1,311,000
中11 1 ¥30,000
中16 1 ¥10,000
中17 2 ¥15,000
中18 3 ¥23,000
中19 8 ¥596,000
中20 14 ¥220,000
中21 11 ¥145,000
中22 13 ¥374,000

中23・高1 29 ¥230,000
中24・高2 33 ¥625,000
中25・高3 37 ¥547,000
併1 2 ¥23,000
高4 35 ¥234,000
高5 61 ¥914,000
高6 80 ¥880,000
高7 74 ¥2,541,000
高8 133 ¥1,668,000
高9 86 ¥2,180,000
高10 75 ¥1,095,000
高11 76 ¥958,000
高12 85 ¥1,336,000
高13 78 ¥2,089,560
高14 77 ¥884,000
高15 96 ¥1,727,797
高16 137 ¥8,513,000
高17 117 ¥2,008,000
高18 66 ¥950,000
高19 81 ¥1,110,000
高20 104 ¥1,424,698
高21 80 ¥2,041,000
高22 74 ¥1,171,000
高23 38 ¥484,000
高24 61 ¥597,000
高25 35 ¥430,000
高26 54 ¥865,000
高27 93 ¥1,190,000
高28 39 ¥632,050
高29 86 ¥1,324,000
高30 75 ¥2,476,400
高31 38 ¥366,000

区分
創立100周年寄付金

件数 金額
高32 115 ¥2,736,000
高33 42 ¥378,000
高34 35 ¥459,000
高35 42 ¥574,000
高36 42 ¥328,000
高37 31 ¥651,000
高38 37 ¥394,000
高39 41 ¥659,000
高40 86 ¥737,000
高41 40 ¥501,000
高42 21 ¥196,000
高43 23 ¥242,000
高44 31 ¥273,000
高45 25 ¥432,036
高46 32 ¥818,400
高47 12 ¥82,000
高48 10 ¥63,000
高49 2 ¥6,000
高50 5 ¥50,000
高51 8 ¥69,000
高52 8 ¥52,000
高53 6 ¥63,000
高54 2 ¥13,000
高55 5 ¥37,000
高56 9 ¥66,000
高57 5 ¥50,000
高58 3 ¥11,000
高59 6 ¥32,000
高60 5 ¥24,000
高61 8 ¥66,000
高62 5 ¥27,000
高63 9 ¥50,000
高64 4 ¥26,000
高65 7 ¥35,000
高66 10 ¥55,000
高67 5 ¥36,000
高68 14 ¥72,000
高69 11 ¥108,363
高70 16 ¥112,000
高71 29 ¥181,000

協力団体等 225 ￥15,000,851

延べ3,365名※1から71,036,365円※2

創立100周年　各回・期別寄付金額表� （特定と一般寄付の合計、令和2年2月29日現在）

※1　複数回の寄付＝複数名でカウント　※1、※2　PTA・豊友会・協力企業・活動事業等を含む
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あと1年、目標1億円へ100周年の「和」をさらに広げよう
令和2年2月29日までに寄せられた卒業回・期別

の寄付金の状況をお伝えいたします。幹事評議
員会の席上で「ウチの期、件数は多いのに金額
は少ないなあ」とつぶやいた豊陵会幹事もいまし
たが、件数は当該期における連絡や思いの伝わ
りやすさ、結束力、旧交の厚さなどを表している
と活発な募金活動に感謝いたします。さらに1人

でも多くの卒業生に、少額でも結構ですのでご寄
付をお願いします。また追加寄付も大歓迎。母
校のため、あと1年、寄付金総額目標1億円への
ご協力のほどをお願い申し上げます。1年後、よ
り多くの卒業生で寄付目標を達成し、創立100周
年と未来の発展を共に喜び合いましょう。

寄付金は母校の未来を支援します

卒業生より母校へのエールが
集まっております

� 自主自学やグループワーク、さらに学年全体での新
しい学習の場として食堂が改装される。食堂の機能
も備えつつ、気軽な対話の場としても活用され、自
由柔軟な発想と思考の展開が期待される。従来から
の一斉授業に加えて、生徒自身が問題提起し研究、
討論や議論を通じて、学びを深め、その成果を提示
する場所ともなり、課題解決力を自由かつ豊かな発
想と思考で身につける学習の場となり、そこからま
た新しいステップへの跳躍も楽しみなところ。生徒
達のみならず教職員においても、大いなる成長の可
能性を見出すことに効果がある。改装・設備に、そ
して運用・維持に私たちの寄付金が活用される。

令和元年度までは、全世界的に活躍する日本人の
育成を目指す国の教育事業＝SGH（スーパー・グロー
バル・ハイスクール）指定により、生徒の海外交流
に対してその費用が補助金交付されていたが、事業
終了に伴い、海外交流旅費の生徒への支援、引率
派遣する教職員の費用、英語ディベートの講師謝礼
など、生徒のあらゆる能力を引き出す学習や学校活
動の機会を損なわないよう最大限に活用される。

豊陵ホール 教育基金
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～
親
睦
を
深
め
る
取
り
組
み

街
歩
き
と
支
部
報
発
行
の
継
続
～

中
部
支
部
は
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
県

在
住
5
0
0
名
近
く
の
会
員
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

2
0
1
9
年
は
、
前
年
か
ら
始
め
た「
街
歩

き
」を
継
続
、
ま
た
、「
支
部
報
」は
、
全
会
員

に
発
送
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
11

月
16
日（
土
）

15
時
か
ら
白

川
公
園
の
紅

葉
ふ
み
わ
け
、

名
商
グ
リ
ル（
名
古
屋
市
中
区
）に
集
い
し
32
名

の
参
加
者
に
加
え
、
高
坂
会
長
、
松
本
東
京
支

部
長
、
平
野
校
長
に
ご
来
賓
頂
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
岡
野
中
部
支
部
長（
高
22
）が
挨
拶
、
母
校

1
0
0
周
年
記
念
事
業
成
功
へ
の
思
い
と
と
も

に
、
中
部
支
部
ら
し
い
親
し
み
あ
る
手
作
り
の

活
動
を
今
後
と
も
続
け
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
方
々
か
ら
、
1
0
0
周
年
記
念

の
事
業
説
明（
豊
陵
ホ
ー
ル
整
備
な
ど
）や
寄
付

は
こ
れ
か
ら
を
期
待
し
た
い
旨
の
表
明
、
ま
た

母
校
の
進
学
率
向
上
な
ど
披
露
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寺
倉（
高
22
）が
年
度
の
事
業
報
告
、

村
田（
高
26
）、
向
井（
高
26
）が
決
算
報
告
と
会

計
監
査
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

恒
例
の
講
演
は
、
金
虎
酒
造
㈱ 

専
務
取
締

役 

水
野
善
文
様
に「
日
本
酒
の
魅
力
」と
題
し
、

1
7
0
年
以
上
続
く
名
古
屋
の
酒
蔵
の
歴
史
を

踏
ま
え
、
酒

造
り
の
醍
醐

味
や
味
わ
い

方
を
ご
披
露

頂
き
ま
し
た
。

試
飲
が
か
も
す
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
1
時
間

で
し
た
。

総
会
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
栗
岡
さ
ん（
高

7
）と
最
年
少
の
岩
倉
さ
ん
、
道
野
さ
ん（
と
も

に
高
67
）の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
で

は
、
松
本（
高
27
）、
桑
田（
高
31
）の
売
り
声
に

導
か
れ
、
手
作
り
ケ
ー
キ
、
芳
醇
な
香
り
の
パ

ン
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
ほ
ぼ
完
売
。
出
品
、

購
入
と
も
ど
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
3
時
間
が
経
ち
、
全
員
の

記
念
撮
影
、
村
田（
高
26
）の
指
揮
と
松
尾（
高

31
）の
機
器
操
作
の
も
と
、
校
歌
斉
唱
し
、
最

後
に
加
納（
高
25
）が
再
会
を
期
す
る
思
い
を
述

べ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
街
歩
き
」は
前
年
に
続
き
、
今
期
も

2
回
催
し
ま
し
た
。
1
回
目
は
5
月
25
日
に
名

古
屋
市
内
の「
文
化
の
み
ち
」と
名
付
け
ら
れ
た

白
壁
・
主
税
な
ど
の
歴
史
的
町
並
み
保
存
地
区

を
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雲
一
つ
な
い
五
月
晴

れ
の
下
、
白
壁
が
真
っ
直
ぐ
に
続
く
、
明
治
、

大
正
時
代
に
名
を
成
し
た
方
々
の
和
洋
風
の
旧

邸
宅
が
並
ぶ
街
並
み
を
散
策
、
当
時
の
方
々
の

青
雲
の
志
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
2
時
間
。
お

待
ち
か
ね
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
歩
き
疲
れ
も
す
っ
か
り
回
復
。
時

刻
は
13
時
、
第
2
回
目
秋
の
街
歩
き「
有
松
絞

の
実
演
体
験（
10
月
19
日
）」で
の
再
会
を
誓
い

町
並
み
を
後
に
し
ま
し
た
。

支
部
報
は
、
年
1
回
9
月
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
A
4
一
枚
で
す
が
、
片
面
は
街
歩
き
や
総

会
な
ど
年
間
の
活
動
を
、
も
う
片
面
に
は
会
員

か
ら
お
寄
せ
頂
く
近
況
や
思
い
出
を
載
せ
る
交

流
コ
ー
ナ
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
交
流

コ
ー
ナ
は
、
中
村
光
子
さ
ん（
高
14
）か
ら「
ワ

ク
ワ
ク
す
る
こ
と
」、
植
田
一
正
さ
ん（
高
37
）

か
ら
は「
進
学
の
き
っ
か
け
」と
題
し
投
稿
頂
き

ま
し
た
。
支
部
報
は
会
員
の
つ
な
が
り
の
場
で

す
。皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
酒
の
試
飲
で
和
や
か
に

第
12
回
総
会
開
催
　
令
和
元
年
11
月
16
日

2020年の総会は、
11月14日（土）15時から名商グリルで開催します。
支部報は9月発行を予定しています。街歩きは決まり次
第、中部支部ホームページへ掲載します。多くの方々のご
参加をお待ちしております。
（追伸）中部支部は、毎年総会で講演を催していますが、
豊陵会員から講師を募集しています。今注目の話題をはじ
め科学、文芸など分野は問いません。講演時間は1時間目
安です。
ご興味のある方は、osamu_terakura@worldtech.
co.jpまで連絡下さい。
� 【中部支部副支部長　高22寺倉　修】

中 

部 

支 

部

連日の新型コロナウイルス感染症拡大の報道が続き、収束の目処は

立たず、3月19日の感染症専門家会議の後、クラスター発生を防ぐた

め出された厚労省の提言によると、次の3要件を避けることが肝要との

ことです。①換気の不十分な空間で多人数が集まること、②近距離で

の発声や会話をする、③2m近い十分な距離を保てない状況。100人

余りで4時間近くの会食を高年齢層で行う懇親会は全ての条件を満たし

ており、残念ではありますが、この状況下では本年の東京支部総会懇

親会は中止と致したく、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

来年の母校創立100周年には、また盛大に開催できますよう今後と

も皆様のご支援をお願い申し上げます。早くこのウィルス騒動が収束

して、心地よい日常が戻ってくることを、お祈りして

おります。皆様、ご家族様ともに、どうぞご健康に

過ごされますように…。

� （東京支部役員一同）

「令和 2年東京支部総会・懇親会」中止のお知らせ東 京 支 部
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私
の
針
路

高40　三島有紀子さん
神戸女学院大学文学部卒業後、NHKに入局。
「NHKスペシャル」「トップランナー」を始め
ドキュメンタリー番組の制作に携わる。その後
退局して独立し、助監督を経て『刺青〜匂ひ
月のごとく』（09年）で映画監督デビュー。『幼
な子われらに生まれ』（17）で、第41回モン
トリオール世界映画祭審査員特別大賞、第42
回報知映画賞監督賞など国内外で受賞。他代
表作として『しあわせのパン』（12）『繕い裁
つ人』（15）『少女』（16）などがある。2月
21日から最新作『Red』を全国公開。

●
影
響
を
受
け
た
父
親

父
は
大
正
生
ま
れ
で
学
徒
出
陣
も
経
験

し
、検
察
庁
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
芸
術・

文
學
・
建
築
が
大
好
き
で
、
晩
年
に
生
ま

れ
た
私
を
、
休
み
の
日
に
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
連
れ
て
行って
く
れ
ま
し
た
。
映
画
も
そ

う
で
す
し
、
大
阪
中
之
島
に
あ
る
教
会
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
建
築

物
の
構
造
を
説
明
し
て
く
れ
た
り
、
今
に

繋
が
る
全
て
の
芸
術
に
関
す
る
事
を
小
さ

な
こ
ろ
か
ら
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
か
ら

思
う
と
、父
親
の
教
育
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

自
分
が
好
き
で
連
れ
て
行って
い
た
の
で
は
な

い
か
な
と
。
た
だ
そ
れ
は
、
子
ど
も
扱
い
す

る
の
で
は
な
く
、
良
い
も
の
を
素
直
に
見
せ

た
い
と
い
う
気
持
ち
だった
と
思
い
ま
す
。

大
学
進
学
に
お
い
て
は
、
映
画
の
勉
強
を

し
た
く
て
日
本
映
画
学
校
や
早
稲
田
Ⅰ
文

の
演
劇
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

〈
映
画
を
作
る
に
あ
たって
、
映
画
を
直
接

勉
強
す
る
よ
り
も
社
会
を
勉
強
し
な
さ
い
。

内
容
の
事
を
考
え
る
時
に
、広
い
視
野
を
持っ

て
深
く
掘
り
下
げ
た
ほ
う
が
、
よ
い
も
の
が

つ
く
れ
る
は
ず
だ
〉と
い
う
父
親
の
哲
学
の
も

と
、
神
戸
女
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。〈
大
学
ま
で
は
親
の
管
理
下
〉と

い
う
考
え
で
し
た
の
で
、
東
京
に
行
か
せ
た

く
な
かった
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
映
画
と
自
分

初
め
て
見
た
映
画
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
を
元
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
映
画『
赤
い
靴
』で

す
。
若
いバ
レ
リ
ー
ナ
が
作
曲
家
と
恋
に
落

ち
、
結
婚
か
バ
レエ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
で
、
も
が
き
、
苦
し
み
、
自
ら

の
命
を
断って
し
ま
う
物
語
。
当
時
4
歳
の

私
に
も
、
字
幕
映
画
で
し
た
が
、
主
人
公
の

心
情
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
映

像
の
美
し
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
し
、
何

よ
り
、
人
間
に
は
死
ぬ
選
択
肢
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
衝
撃
が
私
を
救
う
事
に
な
り
ま
す
。

重
た
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
小
学
校
に

入
学
す
る
前
の
春
休
み
に
、
私
は
路
上
で

見
知
ら
ぬ
男
か
ら
性
的
な
い
た
ず
ら
を
受

け
ま
し
た
。
6
歳
の
私
は
そ
の
日
か
ら
、「
自

分
は
汚
れ
て
し
まった
」「
生
き
て
い
て
いい
の

だ
ろ
う
か
？
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
深
く
沈
ん
だ
と
き
に
ふ
と
思
い
出

し
た
の
が『
赤
い
靴
』で
し
た
。
人
は
生
ま
れ

て
く
る
事
は
選
択
で
き
な
い
。
で
も
、
死
ぬ

事
は
選
択
で
き
る
。「
本
当
に
苦
し
く
な
れ

ば
、
死
ね
ば
いい
。」そ
う
思
う
と
楽
に
なっ

た
自
分
を
否
定
し
て
き
た
け
ど
、
そ
れ
は

生
き
て
る
証
な
ん
だ
』そ
う
思
え
た
と
き
に
、

本
当
の
意
味
で
自
分
は
生
き
て
い
け
る
と
思

え
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、『
自
分
を
こ
ん
な

風
に
思
わ
せ
て
く
れ
る
映
画
を
作
れ
る
人

に
な
り
た
い
。』と
強
く
思
った
の
が
映
画
監

督
を
目
指
し
た
きっか
け
で
す
。

●
監
督
へ
の
道

大
学
で
は
機
材
の
揃って
い
る
サ
ー
ク
ル
に

入
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
自
己
資
金
で

自
主
映
画
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
、

り
で
監
督
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●�

映
画
は
ど
の
よ
う
に

　
作
ら
れ
る
の
で
す
か
？

人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
す
が
、
自
分
の
場
合

「
ま
ず
何
を
発
信
し
た
い
の
か
？
」「
今
の
時

代
は
ど
う
な
の
か
？
」「
ど
ん
な
映
画
を
作
り

た
い
の
か
？
」映
画
の
た
め
の
企
画
や
構
想
は

複
数
あ
り
、
社
会
を
見
な
が
ら
ど
う
ま
と

め
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。
映
画
は
団
体

競
技
。一人
で
は
作
れ
ま
せ
ん
。
プ
ロ
デュー

サ
ー
と
の
会
話
か
ら
話
が
進
ん
で
いった
り
、

あ
る
企
画
に
お
金
が
集
まって
き
た
り
、
素

敵
な
役
者
さ
ん
が
主
演
を
引
き
受
け
て
く

れ
た
り
、問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
に
強
力
な
助っ

人
が
現
れ
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の
対
話
を

重
ね
て
同
じ
方
向
を
向
い
た
仲
間
た
ち
が

集
ま
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
奇
跡
が
繋
がっ

て
、
形
と
な
り
、
作
品
と
し
て
世
に
出
て
行

き
ま
す
。『Red

』で
4
年
。『
幼
な
子
わ
れ

ら
に
生
ま
れ
』で
6
年
。『
繕
い
裁
つ
人
』は

10
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

細
か
い
お
話
す
る
と
、
原
作
も
の
を
映
画

に
す
る
と
き
に
必
ず
す
る
こ
と
は
、
原
作
を

読
ん
で
、「
何
に
自
分
が
強
く
反
応
し
た

か
？
」「
ど
の
文
に
強
く
反
応
し
た
か
？
」「
強

く
惹
か
れ
る
も
の
は
ど
ん
な
エッ
セ
ン
ス
な
の

か
？
」を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
な
！

と
思
った
も
の
が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
映
像

で
あ
っ
た
り
、
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
り
セ
リ
フ
が

広
がって
い
く
ん
で
す
。
原
作
に
無
く
て
も

そ
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
大
事
に
表
現
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

●
今
の
時
代
を
ど
う
見
ま
す
か
？

今
の
時
代
が
な
ん
て
そ
ん
な
大
そ
れ
た

事
は
い
え
ま
せ
ん
。
所
詮
、
自
分
が
感
じ
て

い
る
こ
と
で
し
か
な
い
の
で
。
た
だ
、『Red

』

で
も
表
現
し
て
い
る
事
で
す
が
、
尺
度
を
外

に
お
く
事
が
現
代
っ
ぽ
い
な
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
よ
り

も
世
間
の
意
見
が
気
に
な
る
。
世
間
は
こ
れ

だ
と
言
って
る
、
だ
か
ら
自
分
も
こ
う
し
よ

う
と
い
う
ス
タ
ンス
に
な
り
が
ち
だ
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
ね
。
個
人
だ
け
で
は
な
く
企

業
で
も
そ
う
。
例
え
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
し
て
非
常
に
安
直
に
答
え
を
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
み
ん
な
が

良
い
と
言
って
い
る
の
は
、
ど
こ
の
部
分
な
の

か
掘
り
下
げ
て
、
そ
れ
を
個
人
と
し
て
の
自

分
は
ど
う
思
う
の
か
、
を一考
す
る
時
間
こ

そ
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
スマ
ホ
普
及
に
よって
、
情
報
が
す
ぐ
に
手

に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
いった

こ
と
で
、
尺
度
を
外
に
置
き
や
す
く
なって

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
自
分
の

中
に
しっか
り
と
し
た
尺
度
を
持って
い
る
人

が
大
人
だ
と
思って
い
ま
す
。

ま
た
、
時
代
は
今
ま
で
人
間
が
築
き
上

げ
て
き
た
も
の
の
か
わ
り
に
A
I
が
補って
い

く
よ
う
な
流
れ
で
す
が
、
そ
の
時
に
は
社
会

全
体
が
大
き
な
喪
失
感
で
覆
わ
れ
る
時
が

や
が
て
来
る
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら「
次
」を
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
を
私
は
き
ち
ん
と

見
つ
め
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
豊
高
生
に
向
け
て

物
事
を一面
だ
け
で
は
見
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
物
事
が
生
ま
れ
た
背
景
を
考
え
る
と

い
う
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
別
の
角
度

か
ら
観
て
み
た
り
。
そ
の
た
め
に
は
豊
富
な

想
像
力
や
知
識
が
必
要
と
な
り
、
今
の
勉

強
も
必
ず
物
事
を
多
角
的
に
見
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
礎
と
な
り
、
豊
か
な

人
生
に
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
全
て
を

深
く
・
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

［
3
月
9
日
東
京
お
茶
の
水
で
取
材　

　

古
澤
頼
秋
］

た
。
少
し
ず
つで
す
が
生
き
よ
う
と
い
う
気

持
ち
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。「
明
日
は
遠

足
が
あ
る
か
ら
生
き
よ
う
」「
明
日
は
バ
レエ

の
稽
古
が
あ
る
か
ら
生
き
よ
う
」と
。
そ
し

て
、映
画
を
見
て
い
る
と
き
は
自
分
を
忘
れ
、

別
の
人
生
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎

週
日
曜
日
に
バ
レエの
帰
り
に
父
と
通
う
映

画
館
が
私
の
居
場
所
に
なって
い
ま
し
た
。

10
歳
の
頃
、
映
画『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』

と
出
会った
。
主
人
公
の
ス
カ
ー
レッ
ト
・
オハ

ラ
が
少
女
時
代
に
白
い
ド
レ
ス
を
着
て
庭
を

駆
け
る
シ
ー
ン
で
始
ま
り
、
戦
争
や
離
婚
を

経
験
し
、
最
後
は
黒
の
服
を
纏
い
独
り
生

き
て
い
く
決
意
を
し
て
終
わ
る
。
白
か
ら
黒

に
変
わ
る
姿
を
見
て『
人
間
が
生
き
る
事
は

汚
れ
て
い
く
こ
と
な
ん
だ
』『
そ
れ
ま
で
汚
れ

ド
キュメ
ン
タ
リ
ー
作
品

で
海
外
に
行
き
た
い
と

思
う
企
画
が
あ
っ
て
、

思
い
切
っ
て
N
H
K
に

持
って
い
き
受
付
の
人

に
必
死
で
話
す
も
門

前
払
い
、
そ
れ
を
聞
い

て
い
た一人
の
男
性
が
喫

茶
店
で
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。『
一介
の
女

子
大
生
に
何
百
万
払
っ

て
、
N
H
K
が
ド
キュメ

ン
タ
リ
ー
作
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
と
思

う
？
そ
れ
だった
ら
、
来
年
N
H
K
の
採
用

試
験
を
受
け
て
み
れ
ば
？
』と
言
わ
れ
、
翌

年
採
用
試
験
に
応
募
し
て
見
事
合
格
。

N
H
K
で
の
映
像
作
品
を
手
掛
け
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
お
給
料
を
も
ら
い
な
が
ら
、

豊
富
な
機
材
が
あ
り
、
夢
の
よ
う
な
環
境

で
す
。
はっ
き
り
いって
、
居
心
地
が
良
かっ

た
の
で
す
が
、
は
た
し
て
こ
れ
で
いい
の
か
？

と
い
う
思
い
と
、
自
分
の
映
画
を
撮
る
夢
を

諦
め
き
れ
ず
、
しっか
り
と
お
金
を
貯
め
て
、

計
画
退
職
し
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
バ
ジェッ

ト
の
作
品
が
撮
れ
る
監
督
に
な
り
た
かった

の
で
、
東
映
の
撮
影
所
の
助
監
督
を
や
り
な

が
ら
、
多
く
の
脚
本
を
書
き
、い
ろ
ん
な
人

に
見
て
も
ら
い
、
推
薦
・
推
薦
と
人
の
繋
が

映
画
に
救
わ
れ
、人
生
を
映
画
に
捧
げ
る
監
督

高 40　三島有紀子さん

（映画監督・脚本家）

7 令和２（2020）年４月25日発行



●
十
三
か
ら
歩
い
た
こ
と
な
ど

　
戦
中
の
と
よ
ち
ゅ
う
で
の
五
年
間

中
23　

松
浦　

實

　
昭
和
18
年
４
月
入
学
、
昭
和
23
年
３
月
卒
業
ま
で
、

戦
争
末
期
か
ら
終
戦
の
混
乱
期
で
あ
り
、
ま
と
も
な
学

校
授
業
を
受
け
た
の
は
、
入
学
時
か
ら
二
年
生
後
半
ま

で
と
、
終
戦
直
後
四
年
生
・
五
年
生
で
、
在
学
の
半
分

は
軍
事
教
育
、
学
校
を
離
れ
た
勤
務
動
員
と
終
戦
直
後

の
混
乱
後
始
末
に
費
や
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
入
学
試
験
は
国
民（
小
）学
校
の
内
申
書
・
面
接
と
東

豊
中
か
ら
学
校
ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
早
生

ま
れ
で
病
弱
だ
っ
た
私
は
初
め
て
の
経
験
で
ビ
リ
か
ら

二
番
目
で
完
走
し
た
。
合
格
で
き
た
の
は
完
走
し
た
せ

い
と
思
う
。

　
学
校
よ
り
指
定
さ
れ
た
制
服
は
カ
ー
キ
色
の
長
ズ
ボ

ン
学
生
服
、学
生
帽
な
ら
ぬ
戦
闘
帽
、カ
ー
キ
色
の
ゲ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。長
兄
が
五
年
生
、次
兄
が
三
年
生
だ
っ

た
の
で
、
ゲ
ー
ト
ル
の
巻
き
方
や
校
内
情
報
を
教
え
て

も
ら
い
、
通
学
に
関
し
て
何
の
不
安
も
な
か
っ
た
。
登

下
校
時
と
教
練
の
授
業
時
の
み（
戦
況
の
悪
化
に
伴
い
、

終
戦
ま
で
終
日
）こ
れ
の
着
用
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。

兄
弟
三
人
が
毎
朝
揃
っ
て
登
校
し
て
い
た
が
、
十
月
に

長
兄
が
海
軍
兵
学
校
に
進
学
。
翌
年
に
は
次
兄
が
勤
労

動
員
で
学
校
を
離
れ
た
の
で
、
一
人
通
学
に
な
っ
た
。

　
兄
達
の
武
道
授
業
は
剣
道
で
、
竹
刀
・
面
・
小
手
な

ど
の
剣
道
具
を
揃
え
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
銃
剣
術
用

の
木
銃
一
本
に
な
っ
た
。
二
年
生
の
後
半
に
は
、
本
物

の
三
八
式
歩
兵
銃
を
使
用
し
た
教
練
で
、
銃
の
取
り
扱

い
や
、
分
解
・
点
検
掃
除
等
を
習
っ
た
。
後
日
陸
軍
の

中
隊
が
学
校
に
駐
屯
し
て
き
た
時
に
、
彼
等
の
持
っ
て

き
た
九
九
式
歩
兵
銃（
三
八
式
よ
り
小
型
軽
量
だ
が
、

構
造
は
同
じ
）の
分
解
掃
除
を
や
ら
さ
れ
た
。

　
二
年
生
の
終
わ
り
頃
、
社
会
系
の
授
業
時
間
を
教
練

に
と
ら
れ
、
手
旗
信
号
の
読
み
書
き
や
、
ト
ン
・
ツ
ー

の
モ
ー
ル
ス
信
号
の
読
み
書
き（
和
文
）を
習
っ
た
。
今

で
も
そ
れ
ら
の
一
部
を
覚
え
て
い
る
。

　
三
年
生
に
な
り
、
つ
い
に
学
校
を
離
れ
、
勤
労
動
員

に
狩
り
出
さ
れ
た
。
和
歌
山
県
海
南
の
山
中
で
、
本
土

決
戦
に
備
え
て
の
ト
ン
ネ
ル
陣
地
構
築
用
木
材
の
運
搬

作
業
だ
っ
た
。
山
中
で
切
り
出
さ
れ
た
丸
太
を
数
人
で

担
ぎ
、
所
定
の
場
所
に
運
ぶ
作
業
を
一
週
間
行
っ
た
。

　
終
わ
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
工
場
へ
の
勤
労
動
員
が
始
ま

り
、
終
戦
の
８
月
15
日
ま
で
続
い
た
。
十
三
駅
の
西
北

約
１
㎞
、
今
の
東
海
道
新
幹
線
と
交
わ
る
あ
た
り
に

あ
っ
た
中
規
模
工
場
で
は
、
砲
弾
の
薬
莢
な
ど
を
作
っ

て
い
た
。
こ
こ
で
私
は
小
型
旋
盤
を
使
っ
て
簡
単
な
金

属
加
工
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
機
械
の
操
作
に
慣

れ
た
き
た
頃
に
終
戦
と
な
り
、
一
切
が
終
わ
っ
た
。
そ

の
間
、
空
襲
が
何
回
も
あ
り
、
工
場
に
も
焼
夷
弾
が
落

ち
て
き
た
が
、
幸
い
に
も
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。
た

だ
、
そ
の
度
に
電
車
が
止
ま
り
、
十
三
か
ら
豊
中
の
我

が
家
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。

　
豊
中
中
学
で
の
想
い
出
は
戦
争
末
期
の
出
来
事
が
一

番
頭
に
残
っ
て
い
る
。
平
和
日
本
で
は
二
度
と
こ
ん
な

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

●
自
分
の
意
思
で
選
ん
だ
豊
高

高
５　

平
井　

典
子

　
新
制
中
学
一
期
生
で
す
が
、
親
の
指
示
で
姉
が
行
っ

て
い
た
私
立
の
中
高
一
貫
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
高
校

進
学
に
あ
た
り
、
自
分
の
意
思
で
豊
高
を
受
験
、
そ
の

折
、
中
学
の
先
生
に
呼
ば
れ「
落
ち
て
も
戻
っ
て
こ
れ

な
い
ぞ
。」と
言
わ
れ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
自
分
の
意
思
を
通
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
高
校
三
年
間
の
び
の
び
と
楽
し
く
過
ご
せ

た
こ
と
は
最
高
に
幸
せ
な
時
期
で
し
た
か
ら
。

　
そ
の
後
、
短
大
を
卒
業
、
会
社
勤
め
の
後
、
結
婚
し

京
都
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
読
書
し
た
佳
き
春
に
感
謝

高
６　

飯
高（
川
浪
）寿
美
子

　
終
戦
で
新
制
中
学
に
切
り
替
わ
り
、
第
二
回
生
を
卒

業
し
た
つ
も
り
が
、
豊
高
に
入
学
し
た
ら
六
期
生
で
し

た
。

　

平
和
な
空
に
時
た
ま
飛
行
機
の
爆
音
が
聞
こ
え
る

時
、
ア
ッ
Ｂ
29
！
と
、
ど
き
っ
と
す
る
一
瞬
が
ま
だ
少

し
残
っ
て
い
る
頃
で
し
た
。

　
豊
高
は
元
の
男
子
校
の
雰
囲
気
が
色
濃
く
玄
関
の
靴

箱
は
靴
が
散
乱
し
て
い
る
し
、
教
室
も
廊
下
も
埃
っ
ぽ

か
っ
た
。
そ
れ
が
何
故
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
好
き
で
し

た
。

　
二
階
廊
下
の
奥
は
テ
ス
ト
の
度
に
成
績
表
が
貼
り
出

さ
れ
、
大
勢
の
男
子
が
ひ
し
め
い
て
い
ま
し
た
。
あ
あ

こ
こ
は
勉
強
の
世
界
な
ん
だ
と
覚
り
私
も
よ
う
や
っ
と

勉
強
に
本
腰
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。

　
魅
力
的
な
の
は
図
書
館
で
し
た
。
そ
こ
は
、
新
し
く

広
く
美
し
く
静
か
で
書
棚
の
本
は
上
か
ら
下
ま
で
ぎ
っ

し
り
並
ん
で
、
お
い
で
お
い
で
を
し
て
い
ま
す
。
さ
あ

三
年
間
に
こ
の
本
達
全
部
読
破
し
よ
う
と
意
気
込
ん
だ

け
れ
ど
難
し
い
哲
学
書
等
私
に
は
お
手
上
げ
で
し
た
。

と
も
あ
れ
沢
山
の
本
を
面
白
く
、
楽
し
く
い
っ
ぱ
い
読

ん
で
卒
業
し
ま
し
た
。
豊
高
さ
ん
、
佳
き
春
を
あ
り
が

と
う
。

　
●「
点
の
時
を
大
切
に
」を
胸
に

高
７　

栗
栖　

照
代

　
「
ス
プ
リ
ン
グ　
ハ
ズ
カ
ム
」と
井
川
先
生
の
は
り
つ

め
た
教
室
を
懐
か
し
く
、時
ど
き
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

青
春
よ
さ
ら
ば
と
関
東
に
来
て
、
六
十
年
近
く
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
満
員
の
阪
急
電
車
で
石
橋
駅
か
ら
豊
中
駅
ま
で
通
学

し
て
い
ま
し
た
。
重
た
い
カ
バ
ン
を
さ
げ
て
豊
高
道
を

歩
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に

ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
、
え
ん
じ
色
の
ボ
ウ（
ネ
ク
タ

イ
）。
二
年
生
は
緑
色
、
三
年
生
は
紺
色
の
ボ
ウ
を
つ

け
る
べ
し
だ
っ
た
け
れ
ど
、
三
年
生
の
時
は
取
り
止
め

　
豊
中
高
校
創
立
百
周
年
の
夢

　
　 

記
録
も
写
真
も
な
い
け
れ
ど
…

	

大
切
な
思
い
出
、積
み
重
ね
て

あと

１年
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に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
黒
板
に
白
い
チ
ョ
ー
ク
で
点
、
点
、
点
、

と
お
書
き
に
な
り
、「
君
達
、
人
生
は
点
の
つ
な
が
り

だ
か
ら
、
点
の
時
を
大
切
に
し
な
さ
い
。」と
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ず
っ
と

憶
え
て
い
ま
す
よ
。

　
三
年
生
の
三
学
期
、
運
動
場
の
隅
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の

上
で
、
数
人
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
ね
。
西
宮
球

場
に
リ
ズ
ム
体
操
に
行
っ
た
こ
と
も
良
き
思
い
出
で

す
。
同
窓
生
と
ま
た
お
会
い
出
来
ま
す
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

●
校
外
に
も
出
か
け
た
放
送
活
動

高
7　

板
橋　

恵
美
子

　
校
舎
の
一
階
隅
の
細
長
く
、
狭
い
部
屋
が
放
送
室
で

し
た
。
私
は
何
の
迷
い
も
な
く
、
そ
の
扉
を
開
け
、
放

送
部
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
校
内
放
送
は
先
輩
の
指

導
で
行
い
ま
し
た
。

　
校
外
に
も
出
か
け
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
の
高
校

総
体
で
は
、
体
育
の
馬
場
先
生
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

毎
日
藤
井
寺
球
場
へ
通
い
、
場
内
放
送
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
、
勝
ち
進
ん

で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
放
送
劇
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
ラ
ジ
オ
神
戸（
現
・

ラ
ジ
オ
関
西
）で
あ
っ
た
時
は
、
須
磨
ま
で
出
か
け
て

録
音
し
ま
し
た
。
こ
の
台
本
は
、
小
山
先
生
が
お
書
き

く
だ
さ
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
他
に
も
書
き
つ
く
せ

な
い
程
た
く
さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
で
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
、
私
は
、
奈
良
県
点
字
図
書
館
で
、
音
声
訳
図
書

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
高
校
時
代
の
部
活
動
が

根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
現
役
の
高
校
生
も
、勉
学
と
共
に
部
活
動
に
も
励
み
、

有
意
義
な
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

●“
体
の
白
さ
”で
勝
て
な
い
テ
ニ
ス

高
12　

寺
野（
泉
）美
代
子

　
会
報
戴
い
て
期
生
の
ラ
ス
ト
を
見
て
は
年
の
老
い
を

感
じ
ま
す
。
E
組
藤
上
先
生
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
ホ
テ

ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
お
会
い
し
た
時「
君
の
お
父
さ
ん
が

電
話
を
早
く
引
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
っ
た
」と
言
わ

れ
て
、「
そ
う
で
し
た
ね
」と
話
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
軟
式
テ
ニ
ス
と
、食
物
ク
ラ
ブ
で
し
た
。森
本（
三
木
）

さ
ん
と
練
習
し
ま
し
た
。他
校
生
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
時
、

豊
高
生
の
体
の
白
さ
、
こ
れ
で
は
勝
て
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
結
婚
後
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
硬
式
を
楽
し
み

ま
し
た
。
食
物
ク
ラ
ブ
で
は
茅
野
先
生
と
色
々
料
理
を

作
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
員
は
女
子
が
大
勢
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
野
球
部
の
人
達
に
渡

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
電
車
の
中
で
お

会
い
し
た
ら
、「
美
味
し
か
っ
た
よ
」と
言
わ
れ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　
同
期
の
吉
田
と
し
子
さ
ん
は
私
の
兄
と
結
婚
し
て
い

ま
す
。
同
期
会
も
三
回
く
ら
い
参
加
し
て
い
て
、
お
友

達
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
が
、
夫
の
死
後（
平
成
23

年
）体
調
を
崩
し
て
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
会
報
を
拝

見
し
て
、
懐
か
し
い
お
名
前
を
拝
見
出
来
て
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
11
期
生
の
多
谷
さ
ん
を
先
生
と

し
て
、
簡
単
な
体
操
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
会

報
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
山
・
川
・
池
で
昆
虫
探
索
な
ど

高
12　

岸
本　

太
一

　
あ
る
と
す
れ
ば
生
物
研
究
会（
生
研
）が
豊
中
高
校
時

代
の
楽
し
い
思
い
出
で
し
ょ
う
ね
。
小
生
は
勉
強
よ
り

生
研
の
部
室
で
光
学
式
オ
リ
ン
パ
ス
顕
微
鏡
を
覗
く
の

が
唯
一
の
楽
し
み
で
し
た
。
顕
微
鏡
で
は
そ
の
当
時
ま

だ
拓
け
て
い
な
い
豊
中
、
千
里
地
区
の
川
、
池
の
水
の

中
に
い
ろ
ん
な
微
生
物
が
見
ら
れ
て
面
白
か
っ
た
で

す
。
電
子
顕
微
鏡
は
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

時
代
で
す
か
ら
。
野
口
英
世
博
士
に
な
っ
た
つ
も
り
で

顕
微
鏡
を
覗
い
て
い
ま
し
た（
笑
）。
生
研
で
は
植
物
、

昆
虫
が
い
っ
ぱ
い
い
る
能
勢
の
剣
尾
山
に
も
仲
間
と
よ

く
行
き
ま
し
た
。
山
に
い
る
知
ら
な
い
新
し
い
植
物
、

昆
虫
を
見
つ
け
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
ね
。
湿
地
に
い

る
、
小
さ
な
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
群
れ
を
見
つ
け
た

と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
な
。

　
高
校
時
代
は
生
研
の
仲
間
と
山
、
川
、
池
に
昆
虫
、

植
物
を
探
索
し
て
し
て
い
る
の
が
楽
し
い
思
い
出
で
す

ね
。
現
在
は
金
属
加
工
ば
か
り
で
夢
の
中
で
も
出
て
来

ま
す
が
味
気
無
い
で
す
な
。
生
研
で
過
ご
し
た
高
校
生

活
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
78
歳
の
老
人
の
懐
古

で
す
な（
笑
）。

●
ま
ち
ま
ち
の
力
で
楕
円
球
を
追
う

高
46　

斎
藤　

理
生

　
「
豊
高
に
ラ
グ
ビ
ー
部
あ
っ
た
ん
や
？
」と
言
わ
れ
そ

う
だ
が
、
あ
っ
た
。
46
期
の
私
は
九
代
目
。
入
学
時
に

入
れ
違
い
で
、
指
導
者
が
他
校
に
異
動
さ
れ
た
。
私
た

ち
は
一
年
時
に
先
輩
の
教
え
を
受
け
た
後
、
二
年
か
ら

は
自
分
た
ち
だ
け
で
練
習
を
考
え
、
試
合
に
臨
ん
で
い

た
。
正
直
、
弱
か
っ
た
。
W
杯
の
日
本
代
表
な
らO

N
E 

TEAM

に
な
れ
て
も
、
我
々
は
能
力
も
や
る
気
も
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
。
た
だ
仲
は
良
か
っ
た
。
よ
く
話
し
た
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
含
め
、
全
員
で
。
誰
に
強
制
さ
れ
る

も
の
で
も
な
い
。
共
に
考
え
る
。
自
分
ら
で
決
定
。
自

主
性
を
好
む
空
気
は
、
学
校
全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
た

と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
意
外
に
豊
高
ら
し
い
ラ
グ

ビ
ー
部
だ
っ
た
。

　
三
年
前
に
Ｏ
Ｂ
戦
が
開
催
さ
れ
た
。
現
役
の
生
徒
は

一
名
。
大
会
に
は
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
出
て
い
る

模
様
。
老
い
た
自
分
は
五
分
も
走
れ
な
か
っ
た
。
で
も

幸
福
だ
っ
た
。豊
高
は
近
く
に
高
い
建
物
が
な
い
。久
々

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見
上
げ
た
空
は
、
広
か
っ
た
。
青

空
に
楕
円
球
が
浮
か
ぶ
。
ど
こ
に
弾
む
か
わ
か
ら
な
い

大
事
な
も
の
を
、
仲
間
と
追
う
。
考
え
る
。
話
す
。
今

働
き
な
が
ら
、
あ
の
日
も
今
も
、
さ
し
て
変
わ
っ
て
い

な
い
と
思
う
。

【
訂
正
】
前
号
の
11
面
で
大
嶋
聖
治
さ
ん

（
高
９
）
の
兄
の
お
名
前
は
大
嶋
善
樹
さ
ん

（
高
２
）
で
し
た
。

放送部

高
６
当
時
の
制
服

OB戦（2017年）

校庭で練習するラグビー部（1997年ごろ）

後列左から5番目が岸本太一さん

9 令和２（2020）年４月25日発行



は
が
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
豊
高
時
代
・
青
春
の
頃
」
に
つ
い
て
質
問

▽　
高 

40　
坪
井　
ひ
ろ
子

Ｑ
２
・
下
校
途
中
の
寄
り
道
は
ど
こ
に
？

・
大
毎
地
下
（
試
験
中
も
そ
の
前
後
も
）

Ｑ
３
・
名
物
先
生
は
？

・�

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
‥
化
学
か
生
物
？
の

津
田
先
生
（
女
性
）。
何
故
か
時
々
放
課
後
に
先

生
の
部
屋
で
「
箱
庭
作
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

穏
や
か
な
時
間
と
空
間
で
し
た
。

Ｑ
５
・
豊
陵
会
と
い
え
ば
何
を
連
想
す
る
？

・
元
気
な
お
じ
い
さ
ん
と
、
お
ば
あ
さ
ん
の
会
。

▽　
高 

41　
井
上　
豊
隆

Ｑ
２
・
下
校
途
中
の
寄
り
道
は
ど
こ
に
？

・�

正
門
の
前
に
あ
っ
た
「
ル
ル
」。
他
の
ク
ラ
ブ
の
連

中
も
色
々
語
り
合
え
る
場
だ
っ
た
し
、
夜
だ
っ
た

け
ど
、１
時
間
ぐ
ら
い
ス
ナ
ッ
ク
＆
ジ
ュ
ー
ス
で
喋
っ

て
た
気
が
。

Ｑ
３
・
名
物
先
生
は
？

・�

天
野
先
生
か
な
。
１
年
生
の
時
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
の
命
日
の
時
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
を
か
け
て
く

れ
た
。

Ｑ
６
・
あ
な
た
の
同
期
会
と
い
え
ば
？

・�

40
歳
の
時
、
東
京
・
銀
座
で
の
同
期
会
で
、
昔
の

ア
ル
バ
ム
写
真
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
な
が

ら
、
近
況
報
告
を
し
た
の
が
面
白
か
っ
た
。

▽　
高 

68　
片
岡　
樹
里

Ｑ
２
・
下
校
途
中
の
寄
り
道
は
ど
こ
に
？

・
堀
田
公
園
。

・�

も
う
無
く
な
っ
た
け
ど
、
バ
ス
停
「
豊
中
高
校
前
」

の
目
の
前
の
小
さ
な
た
こ
焼
き
と
か
売
っ
て
た
お

店
。

・
豊
高
横
の
コ
ン
ビ
ニ
。

・
駅
前
の
、「
は
な
は
な
」
っ
て
い
う
ク
レ
ー
プ
屋
。

・�

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
い
の
ミ
ス
ド
（
も
う
無
い
）

＆ 

31
ア
イ
ス 

＆ 

ス
タ
バ
な
ど
。

Ｑ
６
・
あ
な
た
の
同
期
会
と
い
え
ば
？

・
68
期
は
ク
ラ
ス
を
越
え
て
仲
が
良
か
っ
た
の
で
、

開
催
し
て
ほ
し
い
。
ま
だ
成
人
式
以
来
、
学
年
全

体
で
集
ま
っ
て
い
な
い
の
で
。

❖　
47
期　
谷
本　
佳
澄

昨
年
、
豊
中
高
校
軟
式
テ

ニ
ス
部
の
顧
問
を
さ
れ
て

い
た
武
田
先
生
の
退
職
祝

賀
会
に
お
声
が
け
い
た
だ

き
出
席
し
ま
し
た
。
私
た

ち
47
期
生
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
25（
卒
業
25
年
）豊
陵
会
総
会
の
案
内
が
あ
り
、

今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
総
会
と
同
窓
会
に
、
多

く
の
同
級
生
で
集
ま
れ
た
ら
思
い
出
深
い
会
に
な

る
だ
ろ
う
な
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
祝
賀

会
で
は
、
25
年
間
会
っ
て
い
な
い
部
員
さ
ん
や
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
会
い
、
今
ま
で
全
く
交
流
が
な
く

て
も
、
懐
か
し
い
話
や
現
在
の
話
も
驚
く
く
ら
い

自
然
で
、
同
じ
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
と
い
う
こ

と
は
大
き
い
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
、
高
校
時
代
の
友
人
と
繋
が
っ
て
い
な
い
と

参
加
を
悩
ん
で
い
る
同
級
生
た
ち
は
ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
！
話
し
上
手
な
同
級
生You Tuber

や
Ｄ
Ｊ
も
出
席
す
る
の
で
、
楽
し
い
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

❖　
47
期　
幸
田　
伸
明

　
訳
あ
っ
て
豊
陵
会
の
評
議
員
を
仰
せ
つ
か
っ
て

早
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
豊
中
高
校

の
諸
先
輩
方
の
集
ま
り
や
同
窓
会
な
ど
も
全
く
顔

を
出
さ
ず
の
22
年
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
３
年
は
豊
陵
会
や
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
25
、
同
窓
会
の
企
画
を
通
じ
て
先
輩
方
や
同

窓
生
と
お
会
い
す
る
機
会
が
増
え
、
い
つ
ま
で
も

色
あ
せ
な
い
思
い
出
話
の
時
間
が
と
て
も
懐
か
し

く
そ
し
て
、
楽
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
と
も
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
い
で
す
。
同
窓
会
・
豊

陵
会
総
会
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

❖　
47
期　
田
淵　
宏
明

　
皆
様
お
元
気
で
す
か
？
25
年
前
に
豊
中
高
校
を

卒
業
し
、大
学
を
卒
業
し
、現
在
税
理
士・経
営
者・

You Tuber

と
し
て
活
動
し
て
い
る
田
淵
で
す
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
思
う
の
が
、「
利
害

関
係
な
き
純
粋
な
友
」
の
大
切
さ
＆
有
難
み
。
卒

業
以
来
数
年
会
っ
て
い
な
く
と
も
久
々
に
会
え
ば

一
瞬
で
「
あ
の
頃
」
に
戻
れ
る
も
の
で
す
。

　
次
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で
は
我
々
同
期
は
68

歳
。
確
実
に
生
き
て
い
る
保
証
な
ん
て
あ
り
ま
せ

ん
（
笑
）。
だ
か
ら
こ
そ
、今
で
し
ょ
！
（
古
っ
！
）

　
皆
さ
ん
に
久
々
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
い
や
、
絶
対
に
会
い
た
い

の
で
す
！
大
阪
在
住
の
人
も
東
京
や
遠
方
の
人
も

秋
の
総
会
・
同
窓
会
の
日
は
僕
に
下
さ
い
。
当
日

18
歳
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
皆
様
と
楽
し
い
お
酒
、

食
事
が
出
来
る
こ
と
を
心
の
底
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
‼

追悼文　
恩師 淺井先生へ　高 41より
■高 41 藤岡（増永）敦子

「あっ、先生に会いに行こう」先日、何気なくこんな言葉

が思い浮かびました。でもすぐに、もう先生を訪ねてもお

会いする事は叶わないと気づき、先生とのお別れを改め

て実感し涙しました。卒業後も変わらず「あっちゃん」と

呼んで温かく迎えて下さり、抜群の記憶力で在学中のエ

ピソードをお話しして下さるのが大好きでした。 先生、最

期まで私達を我が子の様に想って下さり、本当にありがと

うございました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

■高 41 久代（鈴木）希予子
先生はお会いする度、驚異的な記憶力で豊高のお話しを

してくださいました。さいごまで、いつも豊高へ、皆さんへ

の感謝の気持ちを口にされていました。こんなに豊高を、

生徒を愛してくれた先生、絶対に忘れません。入院先（刀

根山病院）にいつもの様に新聞持ってきてやと電話をくだ

さった先生にお会いして、100 周年の話、生徒の話、豊

陵会の話をして、また来ますとお別れしたのが、ほんとう

のさいごになってしまったのです。まさかそれがさいごとは

思わなかったんです。また、できる限り先生の遺志をつい

で 41 期生は豊陵会、豊高に協力させていただきます。

■高 41 志村　善弘
勉強せずギリギリで 3 年に進級した私の担任が淺井先生

でした。後に『あれは俺が 1 位指名したんや』と悪戯っ

ぽく話してくれました。初日から遅刻した私を『出てけ！』

と一喝、いきなりの洗礼から始まり、厳しくも温かくご指導

いただきました。卒業後も野球観戦や飲みながらの近況

報告等、お付合いさせていただきました。2 月にお見舞い

に伺った際には『ス

ポーツ新聞買ってき

て』と最後まで淺井

先生らしさは健在で

した。私にとって生

涯の恩師です。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
★
高
47
あ
つ
ま
れ
！

「
五
島
列
島
へ
の
修
学
旅
行
で
撃
沈
し
た
47
期
同
級
生
の
み
な
さ
ま
」
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■旧職員　酒井義人さん（1968年〜 1980年 社会科）　春の叙勲　
瑞宝小綬章を受章。

■高10栗原信英さん　秋の叙勲　旭日双光章を受章。
■高14飯野(松村)正子さん　秋の叙勲　瑞宝中綬章を受章。
■高20岩橋　修さん　秋の叙勲　瑞宝中綬章を受章。
■高21三井正則さん　秋の叙勲　藍綬褒章を受章。
■高28阿尻雅文さん　春の叙勲　紫綬褒章を受章。

■中6故・藤澤一夫さん　考古学者　ご子息の典彦さんが、京都・
奈良の各地で「拾う考古学の時代–藤澤一夫の場合-」の講演を行う。

■中23梅原重信さん　1944年春、中学広島二中2年生から豊中中に
転校したものの2学期から授業はほとんどなく、工場などへ派遣された。
敗戦までのことを語り、いまは近くの小学校で戦争体験を話しているこ
とが、8月14日付毎日新聞第1面で紹介された。

■高8福島啓介さん　高校３年の全国高校重量挙げ選手権大会での
優勝メダルを豊陵資料室に寄贈した。

■高8新宮　晋さん　「新宮晋 現代のユートピア」展が2019年10月か
ら2020年3月にかけて、フランスのシャンボール城で開催された。(右に
高18飯田誠さんの見学記）

■高20村上　優さん　医師。アフガンで殺戮された中村医師「NPO
ペシャワール会」の後任会長に就任。

■高25柴田一成さん　京都大学理学研究科教授　令和2年3月、日
本人では初めて、米国天文学会太陽物理学分科会のヘール賞の受
賞が決まる。太陽および宇宙における磁気プラズマの特性や振る舞
いに関する極めて優れた研究成果が認められ、特に太陽大気中の
ジェットの発見、太陽ジェット・スピキュール・質量放出に関する独自の
理論と数値シミュレーション、太陽型星のスーパーフレアの発見が評価
された。

■高37立田委久子さん　令和元年5月6日、家業のジャム専門店「タ
ツタジャム」（池田市）の承継や商品開発等のストーリーが、読売テ
レビ番組「ゆうがた情報ネットten.『ノゾキミ』コーナー」で報道される。
販売されているマーマレードは2019年に続き2020年もマーマレード世
界最高峰を決めるコンテスト「ダルメイン・マーマレード世界大会」（英
国）で金賞を受賞。

■高37合田陽一さん　ゴーダEMB株式会社代表　ANA機内誌「翼
の王国」令和2年2月号の投稿コーナー「郵便飛行」に寄稿文が掲
載される。前年同誌、メキシコの刺繍の町オアハカ紹介文「刺繍は
家族の仕事。男も女も刺繍をする」と素晴らしい刺繍を施している女
性の写真が目に止まり、その後「道行く人が刺繍の服を着用し、町
中のお店で刺繍の商品が売られているまさに『刺繍の町』」への訪
問がかなう。創業80年、刺繍を家業とする合田さんは、「ステキな偶
然と未知の世界・人との出会いを大切にしたい」と結ぶ。

■高45橋詰優子さん　ABCアナウンサー。広報とよなか令和2年3月
号のリレーエッセーに投稿が掲載される。

■高54辻本　玲さん　日本フィルハーモニー。チェロ奏者。令和元年
7月4日付朝日新聞夕刊。初のソロアルバムのリリース。「忙しい日々 の
中でも、小さな美に心を寄せる余裕を、という思いを込めた。聴く人に
とって少しでも癒される時間になればうれしい。短いからこそ、繊細な
音色の変化を味わってもらえると思う」

■先輩として「関蔵会」を引っ張るPTA元会長　桂枝女太さん「大
学のオチケン（落語研究会）ならプロになった人が10人とかいう学校
もありますが、わが関西大倉高のように高校でプロ3人というのは珍し
い」と、8月24日天満繁昌亭で母校関倉高「大蔵会」公演をリード。
自らも2席を熱演した。

シャンボール城での
「新宮晋 現代のユートピア」展　見学記

昨年10月、フランスのシャンボール城で開催された「新宮晋 現
代のユートピア」展に22名のツアーを組んで訪れた。一昨年、ル
クセンブルク現代美術館で開かれた「新宮晋の宇宙船」を観た
シャンボール城美術文化ディレクターからの強い要請で本展は実
現した。2019年はレオナルド・ダ・ヴィンチ没後500年にあたり、
彼にゆかりの深いシャンボール城では「レオナルドのユートピア」展
が開かれ、それに続けて本展の開催となった。当ディレクターが
新宮とレオナルドに、水や空気の流れに対する強い関心、自然
から学んだ構造や仕掛けの考え方などの共通性を見出しての企
画であった。

尖塔がそびえる古城を背景に「ウインドキャラバン」の黄色の帆
がいくつも風にはためき、運河では「光のさざ波」が軽やかに回っ
ていた。城内では重厚な空間に無重力的な作品達が自由にた
ゆたい、光と影のドラマを演じていた。

また、兵庫県立有馬富士公園に計画中の「地球アトリエ」構想
も紹介された。「アートの力で楽しみながら学ぶ場を作り、人々が
自然と共生する未来の生き方を考える」との構想で、美術館や劇
場、カフェなどがサーカス小屋のように広場を囲む20分の1の模
型も展示され、人々は熱心に見入っていた。
� （高18飯田　誠）

11 令和２（2020）年４月25日発行



学
校
ニュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

写真提供：豊中高校

第
22
代
校
長
、
高
校
32
期
の
平

野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

創
立
1
0
0
年
が
い
よ
い
よ
次
年

度
に
迫
り
、
豊
陵
会
の
皆
様
方
に

は
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
が
皆
様
の
も
と
に
届

く
頃
に
は
、
創
立
1
0
0
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
な
ど
の

I
C
T
機
器
に
よ
る
教
室
整
備
事

業
が
完
成
し
て
い
る
模
様
で
す
。

大
き
な
変
革
を
迎
え
る
豊
中
高

校
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
由
な

校
風
を
継
承
し
豊
か
な
心
を
涵
養

す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
豊
高
生
は
高
齢
者
施
設

や
障
が
い
者
施
設
な
ど
に
出
向
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
元「
豊
中
」の
公

立
高
校
と
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら

愛
さ
れ
る
豊
高
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
ま
す
。
豊
中
高
校
は
豊
中

市
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
す

べ
く
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

て
、
こ
れ
か
ら
重
点
的
に
取

り
組
ま
れ
る
一
般
寄
付
に
つ
い
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
一
般
寄
付

の
一
番
の
目
的
は
、「
豊
高
教
育
基

金
の
創
設
」に
あ
り
ま
す
。
公
立
高

校
に
お
い
て
は
、
現
在
厳
し
い
競
争

時
代
に
あ
っ
て
、
学
校
予
算
に
お
い

て
も
自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
校
で

は
、
国
の
事
業
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
S
H
）

や
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル（
S
G
H
）な
ど
の
事
業
を

活
用
し
、
数
年
単
位
の
自
主
財
源

を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
、
財
源
に
基
づ
く
豊
か
な

教
育
環
境
を
基
盤
と
し
て
、
海
外

研
修
や
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
の

交
流
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
先
進

的
な
取
組
を
行
い
、
豊
中
高
校
は

府
立
学
校
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
事
業
は
期
間
が
限

定
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
継
続

的
財
政
基
盤
は
盤
石
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
一
般
寄
付
で
い
た

だ
い
た
資
金
を
基
に「
豊
高
教
育
基

金
」を
創
設
し
、
長
期
間
に
わ
た
る

財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

基
金
の
使
途
と
し
て
は
、
生
徒
の

海
外
研
修
補
助
や
外
部
講
師
の
謝

礼
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

公
費
は
も
と
よ
り
他
の
事
業
で
賄

え
る
費
用
は
そ
ち
ら
を
ま
ず
充
当

し
、
精
選
し
た
事
業
へ
の
補
助
と
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
長
期
的
ス

パ
ン
で
活
用
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

後
輩
と
な
る
未
来
の
豊
高
生
へ
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
豊
中
高
校
に
と
っ
て
創

立
1
0
0
周
年
は
大
事
な
節
目
の

年
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最

終
到
達
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
0
1
年
目
を
迎
え
る
令
和
4
年

度
か
ら
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、

1
0
0
＋
1
年
目
と
捉
え
、
新
し
い

歴
史
が
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

創
立
1
0
0
周
年
そ
し
て

　
創
立
1
0
0
＋
1
年
に
向
け
て

校
長　

平
野
裕
一

3月19日、今年の府立高校入試の合格発表は「コロナ対策」のた

め異例の発表方式になった。発表掲示場所は校舎内に3か所。受験生

と同伴者は受験番号順に「南門」「正門」「北門」の3入口に振り分け

られ、10時の発表時刻を待って受験票を提示した者だけが校舎に入り

合否を確認した。

同伴の保護者たちは受験生が校舎から出てくるまで校舎前の「立

ち入り禁止」線で待機。喜びと落胆の表情をかわすこともなく淡々と

校門を出た。府教委が合否をホームページででも公表するとしたため、

例年より登校者は少なかったという。合格者説明会も午後に2回実施

され、少人数で教室に分

散して行なわれた。

今年は募集定員360名

に対して志願者603名、

倍率1.68は府下の平均を

大きく超える高い競争率

であった。

少し肌寒い2月28日、新型コロナウイルスの影響で開催ができるか懸念され

る中、母校講堂において第72回卒業証書授与式が無事に挙行された。

今年は吹奏楽部による生演奏で入場した9クラス356名の卒業生が、それぞ

れの名前を担任の先生に読み上げられ卒業証書が授与された。

平野校長の式辞では①謙虚な学びの継続②遊び心をもちつづける③目に見

えないものの価値を心の目で見る力を養う④君子は豹変す⑤ノブレスオブリー

ジュ（高貴さは義務を強制する）という5点を卒業後の生きる指針として述べら

れた。また、来年、100周年を迎える豊中高校の歴史と伝統を築いていく一員

になることで、豊中高校の絆を感

じてほしいとはなむけの言葉を送っ

た。

卒業歌斉唱では、レミオロメンの

「3月9日」が歌われ、和やかな雰

囲気の中72期生達が巣立っていっ

た。

コロナ対策　異例の入試合格発表 第72回卒業証書授与式
9クラス356名が卒業
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2
0
2
0
年
度
入
試
が
終
わ
り
、

合
格
者
数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示

し
ま
し
た
。
3
月
31
日
時
点
で
の
数

で
す
の
で
少
し
追
加
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
最
終
的
な
結
果
は
、
本

校
H
P
に
掲
載
し
ま
す
。

今
年
の
大
学
入
試
は
激
動
の
年
で

し
た
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

通
り
、
新
し
く
次
年
度
か
ら
行
わ
れ

る「
共
通
テ
ス
ト
」の
英
語
資
格
試
験

と
記
述
式
問
題
の
中
止
で
す
。
本
校

で
も
3
年
生

が
入
学
す
る

前
か
ら
、
今

回
の
入
試
改

革
に
つ
い
て

文
科
省
や
高

大
接
続
改
革

シ
ス
テ
ム
会

議
な
ど
有
識
者
会
議
の
動
向
に
目
を

光
ら
せ
、
早
く
正
確
な
情
報
を
集
め

準
備
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

特
に
英
語
資
格
試
験
の
受
験
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
に
な
っ
て
も
各
大
学

が
英
語
資
格
試
験
を
ど
の
よ
う
に
使

う
の
か
発
表
が
な
か
な
か
さ
れ
ず
、

さ
ら
に
資
格
試
験
主
催
団
体
の
試
験

体
制
の
発
表
が
非
常
に
遅
く
、
希
望

者
全
員
が
受
験
で
き
る
の
か
さ
え
あ

や
ふ
や
な
ま
ま
秋
を
迎
え
、
つ
い
に

中
止
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
営
利
目
的
の
民
間
団
体
を
過
信

し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
決
断
が
遅
過
ぎ
た
と
は

い
え
大
き
な
混
乱
が
回
避
さ
れ
た
こ

と
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
2
年
生

は
も
ち
ろ
ん
、
浪
人
が
決
ま
っ
て
か

ら
登
録
し
て
は
遅
い
3
年
生
も
、
英

語
外
部
試
験
成
績
供
給
シ
ス
テ
ム
へ

の
登
録
用
紙
を
全
員
が
書
き
上
げ
て

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
発
送
し
よ
う

と
し
た
矢
先
に
中
止
の
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

3
年
生
は
浪
人
す
る
と
現
行
の

「
セ
ン
タ
ー
試
験
」で
は
な
く「
共
通
テ

ス
ト
」を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
実
際
は
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
、
真
の
変
革
は
さ
ら
に
4
年

後
な
の
で
す
が
、
よ
く
知
ら
な
い
た

め
い
た
ず
ら
に
不
安
を
抱
き
、「
浪

人
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
現

役
で
必
ず
決
め
よ
う
。」と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
行
き
た

い
大
学
か
ら
安
易
に
志
望
校
を
下
げ

て
し
ま
う
と
い
う
流
れ
が
全
国
的
に

お
き
ま
し
た
。
し
か
し
豊
高
の
3
年

生
は
1
年
先
輩
の
好
成
績
に
励
ま
さ

れ
た
の
か
志
望
校
を
下
げ
ず
に
貫
い

た
生
徒
が
多
く
、
阪
大
や
神
大
を
受

け
た
生
徒
は
昨
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
阪
大
学
の
合
格

者
は
、
急
増
し
た
昨
年
度
を
さ
ら
に

上
回
る
現
役
42
人
、
浪
人
も
合
わ
せ

57
人
と
な
り
、
昨
年
の
躍
進
を
引
き

継
ぎ
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
形
と
な
り

ま
し
た
。
阪
大
57
は
少
な
く
と
も
こ

こ
40
年
の
間
で
は
最
も
多
く
、
10
年

少
し
前
は
20
を
下
回
る
年
も
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
き
て
い
ま
す
。
現
役
生
の
他
の

大
学
も
見
て
み
る
と
、
京
都
大
学
が

少
し
減
っ
た
も
の
の
、
神
戸
大
学
や
、

同
志
社
、
立
命
館
な
ど
の
合
格
数
も

昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
総
じ
て
こ

こ
数
年
で
国

公
立
志
向
が

強
ま
り
、
理

系
は
も
と
も

と
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
特

に
文
系
の
女

子
で
も
私
立

で
は
な
く
国
公
立
大
学
を
め
ざ
す
生

徒
が
増
え
た
こ
と
が
こ
こ
数
年
の
大

き
な
変
化
で
す
。
そ
の
結
果
、
70
期

生
か
ら
国
公
立
に
進
学
す
る
生
徒
が

私
立
に
進
学
す
る
生
徒
よ
り
多
く
な

り
、
今
年
で
3
年
連
続
と
な
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
本
年
も
9
月
に
は
豊
高

O
B
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
職
業

別
進
路
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
豊
陵

会
お
よ
び
O
B
の
方
々
に
は
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
進
路
指
導
部
長　
加
田
隆
男
）

入
試
改
革
で
激
動
の
年

大
阪
大
学
な
ど
さ
ら
に
増
え
る

今
年
の
入
試

進
路
指
導
部
か
ら

武内教頭、箕面東高校教頭へ
4月1日付の府教職員人事異動が発表された。平成31年着任の武内教頭

（高43）が、箕面東高等学校の教頭に着任した。在任中は、教職員の働き
方の提案、生徒の更なる学力向上と生活指導、加えて100周年記念事業
実行委員会の総務部会長も務め、多大な力尽くしがあった。新たに藤縄真
敬さんが泉陽高校から教頭に着任した。
■転出等
▼教頭＝武内由佳（箕面東教頭）▼事務長＝松本恵美子（事務長・事務部長）
▼国語＝綾城幸則（任期更新・再任用豊中）・繫内一之（任期更新・再任用豊中）・
竹田晴奈（吹田）▼地歴公民＝石田省三（任期更新・再任用豊中）・加藤康恵（寝
屋川）・羽柿潔（任期更新・再任用豊中）▼社会＝奥田麻希（教育センター指導
主事）▼数学＝京彰彦（任期更新・再任用豊中）・中村清隆（講師退職）・平田耕
治（任期更新・再任用豊中）▼理科＝森光平（退職）・池田雅文（講師退職・期
付豊中）・西野誠一（再任退職・非常勤豊中）▼英語＝城台祐樹（教諭・指導教諭）・
梅原拓也（任期更新・再任用豊中）・楠山百合（講師退職・期付豊中）▼養護教
諭＝坂東みち代（定年退職・再任用豊中）▼事務＝藤田真奈（大阪市立水都国際）・
山村葉子（北野）・西川信（再任退職）

■転入等
▼教頭＝藤縄真敬（泉陽）▼国語＝川口峰広（天王寺）・河田慈（非常勤）▼地
歴＝大野裕明（成美）▼数学＝菊地駿（新任）・冨田かおる（久米田）・岡林裕修（非
常勤）▼理科＝児玉和恵（島本）・田中忍（非常勤）▼英語＝岸本健吾（非常勤）
▼NET＝Kim Tony Jeesoo▼美術＝桑畑健二（非常勤）▼書道＝長谷川伸子（非
常勤）▼家庭＝中嶋ちさ（非常勤）▼保体＝江口英子（非常勤）・河原彩（非常勤）
▼養護助教諭＝日下部尚子（市岡）▼主査＝二子石知恵（豊中支援）▼主事＝橋
爪一樹（新採用）

令和2年度　教職員の人事異動

3月31日現在、進路指導部が把握した速報値を掲載しています。受験生徒から
の報告の集計であり、今後到着する結果報告で数値が変る可能性があります。確
定数値は豊高HPや、3年生徒への『進路指導資料』（6月配布）で発表されます。

（　）内は現役合格者数、私立はのべ数です。

【国立大学】　北海道6（3)、弘前1、東北1、千葉3（2)、東京農工1（1)、一橋1（1)、福井1
（1)、信州2（2)、名古屋2（1)、名古屋工業1、滋賀2（1)、滋賀医科1、京都6（3)、京
都工芸繊維8（4)、大阪57（42)、大阪教育6（6)、神戸33（25)、奈良教育1、奈良女
子3（2)、和歌山2（2)、鳥取1（1)、島根2（1)、岡山5（3)、広島5（2)、徳島3（1)、香
川2（1)、愛媛1（1)、高知1（1)、九州3（1)、九州工業1（1)、琉球1（1)

【公立大学】　埼玉県立1、福井県立1、京都市立芸術2（1)、京都府立3（1)、京都府立医
科1（1)、大阪市立21（17)、大阪府立19（13)、神戸市外国語4（4)、兵庫県立8（5)、
奈良県立医科1、奈良県立2（1)、和歌山県立医科1

【私立大学等】　酪農学園1、青山学院1（1)、慶應義塾6（2)、国際基督教1、成城1、専修
1、中央2（2)、東京医科1（1)、東京慈恵会医科1（1)、東京理科5、日本1、日本女子1、
法政2、武蔵1、武蔵野美術2、明治2、明治学院1（1)、立教3（1)、早稲田9（2)、洗
足学園音楽1（1)、フェリス女学院1（1)、日本赤十字豊田看護2、中京1、京都外国語1（1)、
京都産業15（8)、京都先端科学1、京都女子21（21)、京都精華2（1)、京都薬科7（5)、
京都橘9（6)、同志社192（122)、同志社女子21（16)、佛教1、立命館225（160)、龍
谷20（11)、大阪医科8（5)、大阪学院3（1)、大阪芸術2（2)、大阪工業4（1)、大阪電
気通信2、大阪薬科8（6)、大阪大谷2、追手門学院5（3)、関西163（109)、関西医科6
（6)、関西外国語4（4)、近畿110（69)、摂南3（1)、藍野3（1)、梅花女子3（3)、千里
金蘭1（1)、関西学院122（95)、甲南12（10)、甲南女子2（2)、神戸学院2（1)、神戸
女学院6（6)、神戸薬科3（3)、武庫川女子14（13)、京都看護1、大和9（7)、福岡2、
神戸女子短大1（1)、東京ビューティーアート1

2020 年度大学受験の結果速報
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12/13　SmoothSpace
（スムーススペース）を活用して、
JICA東京職員と交流

2/5　課題研究発表会
（ポスター発表の様子）

「加古隆ピアノ・ソロ・コンサート」
　　　延期して 9 月 18 日に開催　チケット販売は続行

4月3日に豊中市立文化芸術センターで開催の予定だった「加古隆
ピアノ・ソロ・コンサート」は折からの「コロナウイルス問題」のため開
催を延期して、9月18日（金）に同会場で開催することになった。100
周年記念事業実行委員会は3月15日、臨時の会議を開き予定日の開
催について検討。4月の開催を見送り、加古氏の日程などを調整のう
え9月18日に延期開催を決めた。すでに販売のチケットは当日有効。
なお余席のチケットは以下の方法で販売を継続する。

■ 創立 100 周年記念事業実行委員会よりお知らせ
「加古隆ピアノ・ソロ・コンサート」
日程変更にともなうチケットの取り扱いについて

4月3日に開催を予定しておりました「加古隆ピアノ・ソロ・コンサー
ト」は諸般の情勢により開催を延期し、9月18日(金)に改めて開催す
ることにいたしました。

楽しみにしていただいていた皆様にはおわび申し上げるとともに、
お手元のチケットについて次のとおりお知らせいたします。

・ �お手元のチケットは 9 月 18 日に、そのままお使い頂けます。大
切に保管をお願いします。

・ �万一、9 月 18 日のご都合がつかない方には代金を払い戻しいた
します。創立 100 周年記念事業実行委員会事務局まで、お電話・
電子メール（連絡先電話番号を明記下さい）にてお問い合わせ
ください。（下記）

■ 改めて「加古隆ピアノ・ソロ・コンサート」のご案内
代表作NHKスペシャル「映像の世紀」のテーマ曲「パリは燃えている

か」や、テレビドラマ「白い巨塔」テーマ曲・映画音楽「博士の愛した数
式」など数多くの魅惑のメロディ、100周年にふさわしい卒業生の活
躍の音色をこの機会に是非、生でお楽しみ下さい。

日　時：令和 2 年 9 月 18 日（金）開場 18：00　開演 19：00
会　場：豊中市立文化芸術センター大ホール　豊中市曽根東町 3-7-2
入場料：5,500 円（全席自由席）* 未就学児はご遠慮下さい。
お申し込み：豊中高校創立 100 周年記念事業実行委員会事務局（豊
中高校内　豊陵会事務局）へ FAX（06-6849-4973 まで）に氏名・
住所・電話および FAX 番号を明記の上お申し込みください。（卒
業生は卒業期を入れてください）

お問い合せ：豊中高校創立 100 周年記念事業実行委員会事務局
TEL：06-6849-4973　
E-mail：office@houryou.org（開局：月・水・金の 10 〜 15 時）

「この音楽がなければ、『映像の世紀』を
あれだけの衝撃をもって観られなかっただろう」

（https://www.youtube.com/
watch?v=_EY7e7_XnZU　
右 QR コード

「加古隆 パリは燃えているか」）
You Tube コメントより

能勢高校、最後の卒業式
校旗・校歌が豊中高校能勢分校に引き継がれる

令和2年3月3日　大阪府立能勢高等学校

昭和29（1954）年に開校して以来、7113名もの卒業生を輩
出してきた能勢高校で、最後の卒業式、引き続き閉校式が行わ
れ、その最後に、向井幸一能勢
高校長から平野裕一豊中高校長に
校旗が引き渡された。能勢高校
の校旗・校歌は豊中高校能勢分校
に引き継がれた。

SGH（スーパー・グローバル・ハイスクール）
「『多様性』と『文化』を掛け橋にして世界を牽引する人材を育成する」

という構想を掲げたSGH事業も最終年度となりました。課題研究、即興
型英語ディベートや海外研修等がしっかり定着してきました。2年生の課
題研究では、今年度より全員が文理学科となり、対象人数が150人と倍
増しました（昨年度は82人）。その分、研究内容が豊富で多様になりま
した。その他にも、高大連携、夏休みに実施した企業や専門機関を訪
れるフィールドワーク、土曜日午前中に実施した「スーパーグローバル
セミナー」を通じて、生徒たちの探究的学習をサポートしました。また、
1月4日から7日までインドネシア海外研修を実施し、その成果を「豊高
プレゼン」で発表しました。この5年間で積み上げてきた実績をもとに、
これからもグローバルに活躍できる人材を輩出できるように取り組んで
いきます。� （社会科　森口竜平）

SSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール）
文部科学省よりSSHに指定され、早10年が経ちました。主な取り組み

として、スーパーサイエンスセミナー（以下、SSS）や課題研究、また
小中学生に対して公開講座を実施しています。SSSでは本校を卒業した
大学院生や大学生が体験型の実習講座を担当し、高校生の学びを強く
サポートしてくれました。その高校生の中の有志で近隣の小学5、6年
生に対して、科学の楽しさを伝える実験講座を行ったり、学校説明会で
中学生対象に授業を行ったりしました。このように、先輩から高校生へ、
高校生から後輩たちへと科学の面白さを受け継いでいく中で、社会と関
わりながら学び続けることの意義を考えてくれているように感じます。こ
ういった、学校の枠にとらわれない成長がこの10年で文化として根付き
始めているように感じます。

令和２年3月をもって第二期の研究開発が終了しますが、現在第三期
目の指定を申請しております。今後とも皆様方のご指導とご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。� （理科　福野勝久）

在校生の研究発表会「豊高プレゼン」開催
令和2年2月5日　豊中高校体育館

在校生、自らが選択したテーマを1年間にわたって研究してきた成果
の発表会「豊高プレゼン」は、この5年間で先輩達の取り組みを後輩達
が学習し、発展させ、グループワークに対応する先生方の指導法の工夫、
改善が相乗効果で確実に進歩しており、「5年間の中でも一番素晴らし
い発表だった」と感想を述べる人もあった。SGH指定は令和元年度で
指定期限を迎えるが、5年間の成果を未来に継承し、特色ある豊高の教
育への、さらなる継続発展の期待が高まる内容だった。

残席わずか

加古隆 パリは燃えているか
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同期会クラブだより

■ 関東高八会
� 令和元年10月25日　新宿住友クラブ
令和になって初めての関東高八会は、総勢19名（うち女性1名）の参加
がありました。一年ぶりの集いですが、従来と変らず賑やかな会食・懇談
会でした。
豊陵会の幹事である神保雅明君より、創立百周年事業について詳細な

る説明・報告があり、母校はじめ、高八同期の現状を十二分に把握出来ま
した。
そのあと、参加者の近況報告、辻本驍君の卓話「名言に照らし、グランド・

シニアライフを自己点検しよう」があって、一同耳を傾けました。来年度の
再会を約して散会しました。2020年度は10月30日（金）に開催の予定で
す。� （中野　裕）

■ 豊陵クラブ最後の総会
� 令和元年11月30日　ホテルアイボリー
元豊陵新聞記者30名が「豊陵クラブ最後の総会」に集い懐かしくもまた
楽しいひと時を過ごしました。70年の歴史あるクラブだけに3期生から35
期生まで幅広い世代が一堂に会し、部室でのトランプや卓球また広告とり
や校正等々思い出に話は尽きませんでした。泉さんの二胡演奏、永井さ
んのカンツォーネ、ゆうきさんのシャンソンとすばらしい余興も加わり楽し
い2時間は瞬く間に過ぎました。豊陵クラブの最後の総会となりましたが
豊高時代より築いてきた「絆」は永遠に続くものと確信しました。当日欠席
の方からもカンパを頂き、また出席者から募金及び剰余金を合わせて約
21万円を母校100周年基金へ寄付することができました。ありがとうござ
いました。� （高13　牧野光雄）

●�「豊高スポーツ＆文化部　クラブ活動の記録」は
　 次号 103号へ掲載致します。（編集部）

■ 9期のゴルフ会
� 令和元年10月31日　新宝塚カントリークラブ
参加者は写真の通り8名でしたが、皆さん意気盛んなところを見せて頑
張りました。優勝者は鷹見陽平氏で、グロス89の好成績でした。参加者
の希望として、今後とも年に2回位実施してほしいとの意見も出されました。
またの機会を約して一同散会しました。
� （世話役代表　木津慶一）

■ 高13　喜寿豊十三（とよとみ）会開催！
� 令和元年9月27日　グランフロント大阪・フォーダブリュー
高13期同期会（喜寿前夜祭）から2年半ぶりに有志による喜寿豊十三会を
開催した。有志による集い「豊十三会」となったが、60名が集まり豊高時代
にタイムスリップして歓談した。九州修学旅行の8ミリやBINGOに興じ、
紫のちゃんちゃんこを着てのスピーチに会場は盛り上がった。2時間はあっ
という間に過ぎ、校歌を斉唱して解散、近くの喫茶店での二次会でも話は
尽きなかった。翌日、高13期から豊中高校創立100周年記念寄付・10万
円を平野校長に直接手渡した。次回は傘寿豊十三会を予定。
� （片桐真二）

「100 周年」に同期会・同期会有志・クラス会・
クラブ OB 会から寄付をいただき、130 万円
を超えました
みなさまの厚い母校への想いに心から感謝申し上げます。同期・

クラブOBなどの集りの折には、母校100周年のためにどうか引き続
きご協力をお願い致します。豊陵会報は今後も各会合のニュースを
掲載します。（豊陵会報編集部）
☆豊陵クラブ（新聞部OB）解散会209,140円
☆高10期会50,000円
☆高13期有志一同100,000円
☆高20関東有志会17,688円
☆高21期同期会240,000円
☆高22期同期会20,000円
☆高23期3年E組有志23,000円
☆高28期有志22,050円
☆高29期同期会100,000円
☆高30期一同10,400円
☆高38期同期会委員一同34,000円
☆高45期有志の会277,036円
☆高46期一同132,400円
☆高69期一同64,363円
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同期会クラブだより

カラオケ熱唱

全員集合！

■ 41期 1年10組 西田和美先生 退職記念パーティ
� 令和元年6月　みのお山荘
「こんな機会か訪れるとは夢にも思いませんでした」。恩師、西田和美先
生（国語科、高29）の退官を祝う会が6月、開催されました。西田先生が
教員になって初めて担任した1年10組のクラス会も兼ねて企画。音信不通
だった同級生らを一人ひとり探しだし、米国をはじめ遠方から19人が集い
ました。午前中には、平野校長のご厚意により、懐かしい豊高の教室で西
田先生による源氏物語の小テスト（!）と授業が実現。午後からは食事会、
記念品贈呈、2次会へと、高校生に戻ったような1日を満喫しました。高校
卒業後30年は、進学、就職、結婚…など、人との出会いも含めて転機に
つぐ転機を経験し、喜びも悲しみも含めて、最も大きな成長を遂げた期間
でもあります。冒頭の言葉は西田先生の万感の思いがこもった挨拶の言
葉であり、参加した同級生に共通した思いです。還暦を迎えられたとは信
じられないほど若々しく可愛らしいお姿と「どんな生き方でも素敵」という西
田先生の言葉に強く勇気づけられました。33年ぶりに集う機会をいただき、
本当にありがとうございます。西田先生は永遠に私たちの先生ですね!　
その後、1年10組のグループLINEを作成。年末には、有志による忘年会
も開催され、さらに旧交を温める機会となりました。LINE上の日々のチャッ
トは、同級生のおしゃべりそのもの。ぼけと突っ込み、漫才のようなSNS
で毎日、元気をいただいています!!　� （村島有紀）

■ 高19　関西トーク会 活動報告
第19期では関西と関東の両地区で研修＆懇親活動を年数回行っており、

ここでは関西地区活動の一端をご紹介致します。昨年11月10日、約20
名参加の下、①私・徳永が「健康寿命と平均寿命についての一考察」を社
労士の立場でお話した後、同期の大阪リハビリテーション病院副院長井上
康二氏により「anti-aging2019」と題して医学的な見地から健康寿命増進
法について貴重なお話を頂戴し、一同実践を誓い合いました。②梅新交
差点の高層ビルで和気あい合いと飲食懇親会を行い、③カラオケBOXで
歌いまくりました。⇒今後もためになり、楽しいイベントを続々実施します。
⇒同期生の益々ご参集を！� （関西地区責任者　徳永金三郎）

■ 高22　第3回同期会
� 令和元年11月10日　ホテルアイボリー
恩師先生3名（泉先生・東郷先生・丸岡先生）と同期生78名にお集まり頂

き、同期会が開催されました。会はE組の坂口有子さんのピアノ伴奏と上
原茂さんの指揮による校歌合唱で始まり、皆さん、久しぶりの再会で話に
花が咲きました。なお、本会は豊陵会事務局の御協力のもと、A〜 Jの各
組幹事さんの準備により実現しましたことをお伝えします。
� （幹事長　鎌田史朗）

■ 高17　新元号記念同窓会
� 令和元年5月14～ 16日　能登半島
元号が令和に変わった直後にバス旅行をしました。関西チームはサン
ダーバード、関東チームは新幹線で金沢駅に集合。女性23名、男性19名
の計42名が参加。兼六園や茶屋街を散策して宿泊は千里浜の旅館で大宴
会、翌日はバスでフローリィ、能登巌門、総持寺祖院を見学して輪島の旅
館へ。飽きもせずに連続大宴会。翌日は朝市、白米千枚田、見附島を見
て金沢駅に舞い戻り。天気に恵まれた能登の旅でした。今年は秋に岐阜方
面への予定。乞うご期待。� （廣瀬　純）
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同期会クラブだより

90

40

●意匠案

代表取締役　中田八朗　（高 16 期）

◦高15  喜寿記念同期会を開きます！　全員集合！ 
　� （予告）
古稀記念同期会を開催してから6年があっとゆう間に過ぎ、令和

2年数えで77歳喜寿になります。我々も後期高齢者の仲間入りし、
15期学年全体で集まるのは限界に近づいているように思えます。そ
こでこの秋に多分最後になるであろう記念同期会を下記要領で開催
することにしました。皆様方には、今生の見納め、冥途の土産、告
白のラストチャンス、色んな気持ちで集まって貰えればと思います。

記
開催日時　令和2年10月24日（土曜日）
　　　　　午後5時半から（受付開始時5時）
開催場所　ホテル阪急インターナショナル
尚8月後半に往復はがきを送らせて頂きます。正式な出欠はその
際に返信ください。但しホテルの部屋の確保の参考にしますので、ド
タキャンもOKですので現時点で出欠の可否をメールにて送信して貰
えれば有難いです。
メール宛先
ショートメール　　090-6050-6573　　木村榮次
携帯メール　　　 eiji.k0412@yahoo.ne.jp
世話役　�永田武全・越智克司・丸山幸夫・仲田祐司・滝川勳夫・　

村瀬一郎・宗田京子・中出幸子・木村榮次

　　 「コロナ感染拡大防止」による
            　　本年予定の同期会等の状況 　
� （3月31日現在）

▼バスケ部OB会＝令和2年3月21日（土）開催予定分中止
▼�高16期会＝令和2年6月11日開催予定銀杏会は延期となりました。

開催日は未定ですが、後日幹事よりご連絡いたします。
▼豊剣会・剣道部OB会＝令和2年3月28日（土）開催予定分中止
▼高八会、今年は中止、来年は4月12日に開催
すでに4月13日（月）の恒例の高八会の準備を進めてまいりました
が、この度、急遽開いた幹事会において、今年の高八会は中止しよ
うとの結論に達しました。80歳を超えた高齢者であるわれわれなの
で、この際は中止するべきであろうというわけです。誠に残念ですが、
この騒ぎがいつごろ収束するのかもわからない現状では延期も考え
にくく、今年は取りやめて来年4月第2月曜日（12日）を待つことにな
りました。なにとぞご理解下さいますよう。来年の高八会については
改めてご案内致します。諸兄姉にはご健勝にくれぐれもご留意くださ
いまして、来年4月にお互い、元気でお目にかかりたいと存じます。
取り急ぎ、以上ご連絡まで。� （高八会幹事代表　牧雄彦）

■高10傘寿＋Ⅱ同期会に向け
傘寿同期会から一年弱、次の集いについて色々な声が聞こえてきま

す。「ホテルタイプを超えた企画を」「恐らく最後の集い？でも寂しい会
にはしたくないね。」「100周年記念豊陵ホールで、手造りも如何？」
2月9日の幹事会では色々な機会に、幅広く同期の皆さんのアイデア・
声を戴く機会を持って2021年秋に幹事会を開きましょう、とまとめまし
た。� （谷口邦彦）

■高14同期会のお知らせ
令和2年10月24日（土）　12時より、「ヒルトン大阪」ホテルにて。最
後の会になるかも知れません、是非参加して下さい。後日、案内状を
差し上げます。　� 幹事代表　鵜川増文（高14　H組）

■高17同期会　令和2年秋に開く予定です。

◎同期会開催に全面的に協力します！
� （事務局へどうぞ）

・�本紙22面の各期評議員を通じて、同期の方々の住所録デー
ターを提供いたします。

・案内の発送もいたします。（実費です）

■同期会しましょう（2020年度の記念開催予想）
▼卒業5周年＝高67　
▼卒業10周年＝高62　
▼卒業15周年＝高57　
▼卒業20周年＝高52　
▼卒業25周年「ホームカミング25」＝高47　
▼卒業30周年＝高42　
▼卒業35周年＝高37　
▼卒業40周年＝高32　
▼還暦＝高30・高31　
▼卒業45周年＝高27
▼卒業50周年「ホームカミングアゲイン」＝高22　
▼古稀＝高21・高22　
▼卒業55周年＝高17　
▼喜寿＝高14・高15　　
▼卒業60周年＝高12　
▼傘寿＝高11・高12　
▼卒業65周年＝高7　
▼米寿＝中25・高3・高4　
▼卒業70周年＝中24・高2　
▼卒寿＝中23・高1・中24・高2

◎同期会に集まれぇ！
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お悔やみ申し上げます

▼旧職員（高 2期）　淺井　由彦
皆様、本当に有難うございました。故人も
きっと皆様、お一人お一人のお顔を思い出
して旅立ったと思います。本当に有難うご
ざいました。淺井由彦の甥（高 29期）藤本
佳司　香港より

▼中 11 回　北川甚太郎
本年 5月 25日に 100 才にて永眠いたしま
した。長い間お世話になりありがとうござ
いました。北川由美（寄付金 3万円）

▼中 12 回　倉田芳太郎
▼中 16 回　河本　英次
▼中 16 回　堀江　弘
▼中 17 回　菅原十三秋
▼中 18 回　酒井　英好
▼中 18 回　三浦　　稔
▼中 18 回　平山（由上）元
▼中 19 回　上田　博造
令和元年 7月 20 日死亡致しました。お届
け致します。ありがとうございました。（寄
付金 5千円）

▼中 19 回　藤木　一郎
令和元年 6月 11 日逝去致しました。これ
までのご交誼に深く感謝申し上げます。特
に「とくし会」の皆様、大変お世話になり
ありがとうございました。妻　久子（寄付
金 3千円）

▼中 20 回　坂本　　章
坂本　章 2019.6.14 死亡致しました。長い
間会報を送って下さって有難うございまし
た。妻　保子（寄付金 5千円）

▼中 20 回　藤本　昌彦
▼中 22 回　齋藤　道雄
▼中 22 回　古川　　武
▼中 22 回　吉矢　貞彦
▼中 23 回　荒井　孝治

▼高 11 期　前田（福井）千圃
▼高 12 期　多田　英輔
▼高 12 期　林　　祥友
▼高 12 期　深田　至孝
植田様より電話いただきました。ご配慮有
難うございました。末長く豊陵会のご発展
を願っております。深田　嘉代（寄付金 3
千円）

▼高 13 期　中林　正憲
▼高 14 期　市田　　彰
▼高 14 期　岐田　　和
▼高 14 期　中尾　紀生
会報 101 号にご逝去の日 2019 年 5 月 5
日と掲載。正しくは 5月 15 日でした。こ
こに訂正しお詫び申し上げます。（事務局）

▼高 15 期　小島　　治
▼高 15 期　田中　孝道
▼高 15 期　松原　勝次
▼高 16 期　筒井　　修
▼高 16 期　山枡　昌典
▼高 16 期　坂井（小山）芙美子
▼高 17 期　武藤（八代）晶子
▼高 19 期　山本　景造
▼高 20 期　東畠　　進
平成 30 年 6 月に永眠致しました。生前の
ご厚誼に感謝し謹んでご通知申し上げます。
ありがとうございました。（寄付金 3千円）

▼高 20 期　羽田（平野）妙子
▼高 22 期　立石　卓彦
▼高 23 期　森田　清次
森田清次、本年（2019）2月 16 日死去致
しました。貴会の御発展と皆様のご健康を
お祈り申し上げます。（寄付金 3千円）

▼高 34 期　関　　篤洋
▼高 35 期　新性　洋子
▼高 39 期　鴇　　康之

▼中 23 回　小畑　文治
▼中 23 回　加藤　郁夫
▼中 23 回　中井　武司
▼中 23 回　牧　　邦彦
▼中 24 回　池田　　潤
▼中 25 回　松原　玄次
▼高 2期　安達　　徳
▼高 2期　北野　誠一
▼高 2期　東山　　高
▼高 3期　岡村　幸一
▼高 3期　波若　　仁
▼高 3期　橋口　洋哉
▼高 3期　膳（高山）きよ子
▼高 4期　小野　　實
▼高 4期　橋詰　順三
▼高 4期　村田　道彦
▼高 4期　和田　豊実
▼高 4期　髙島（坂根）和佳子
▼高 5期　山本（笠松）千鶴子
▼高 6期　小田　隆昭
▼高 6期　中尾　貴二
▼高 7期　山本（内堀）茂
▼高 7期　白庄司　宏
▼高 8期　上田　達男
▼高 8期　小口　浩二
▼高 8期　西村（堀口）通子
▼高 9期　田中　一行
▼高 9期　松本　榮次
▼高 9期　清水（柏木）範子
▼高 9期　吉形（藤田）正子
▼高 10 期　渡辺　貞昭
▼高 10 期　西川（大江）美子
▼高 10 期　小林　葵美
▼高 10 期　藤原　　靖
▼高 10 期　根来（皆木）佐紀子
▼高 11 期　横山　美次

追
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お知らせ

■高8新宮　晋さん展示会「新宮　晋の絵本の世界」
令和2年8月6日（木）～9月13日（日）
豊中市立文化芸術センター展示室・屋上テラス他
入場料：一般500円・高校生以下無料・
　　　  障害のある方（介助者1名含む）無料
風や水と遊ぶ造形作品で知られる豊中市出身の世界的アーティスト・
新宮　晋の世界を紹介します。本展では、新宮　晋のユニークなポッ
プアップ絵本の頁が巨大な形で登場。目でみて手でさわって、壮大で
詩的な物語をご鑑賞頂けます。あわせて絵本の原画も展示予定。また
屋上テラスには、2020年3月までフランス・シャンポール城で展示さ
れたウインドキャラバン彫刻作品が帰国し、豊中の街にやってきます。
新宮作品と街のコラボレーションをお楽しみください。
	 （問い合わせ：豊中市立文化芸術センター

豊中市曽根東町3-7-2　06-6864-3901）

■高14和田洋巳さん講演「食の改善で免疫力を高める！」
第26期関西市民文化塾第5回講演　主催：毎日新聞社
令和2年8月29日（土）12：30から　大阪市中央公会堂（中之島1-1-27）
がんもまた「生活習慣病」にほかならないと確信、食生活をがんが活動
しにくいと思われるものに変え自ら和田式食事法を実践「スキルス性胃
がん」を克服。京都大学を退官後、「からます和田クリニック」を開設。「自
分や家族が患者になったときに受けたい治療の創造」を目指す。

■中19野澤　亨さん
「苦あれば楽あり」
世の中いくつになってもやることが
ある。
（平成29年11月　 中央公論事業出版
 1,800円＋税）

■高34梶山寿子さん　
かじやますみこ著
「人生100年、自分の足で歩く」
寝たきりにならない方法教えます。
（平成30年8月10日　プレジデント社
 1,300円＋税）

■高34梶山寿子さん　
かじやますみこ著
「健康長寿は靴で決まる」
（平成30年10月19日　文春新書　
 850円+税）

�

■高41白木智巳さん
「お金が残る経営」
なぜ、あなたの会社にお金が残ら
ないのか？　
（令和元年7月　明日香出版社
 1,800円＋税）
�

■高22寺倉　修さん
「開発設計の教科書」
この一冊があなたを世界最強の設
計者へ導く。
（令和元年12月　日経BP　
 2,700円＋税）

表紙画「君たちの未来へ」　私たちに宝物のような素敵な時を、贈っ
てくれた大好きな我が母校。その母校への私たちの感謝の想いが、
未来を担う君たちの力に繋がりますように。これまでの100年、これ
からの100年、もっともっと先の未来へ。ほんとうにありがとうござ
いました。� （高29野村俊哉）

編 集 後 記　校正完了間際に東京支部総会の中止、本部の総会
延期などのニュースが飛び込んできてページの大幅な入れ替えを
行い、発行日が遅れました。この間、豊陵会役員・幹事・事務局、
そして編集部総出で発行に到ったことについては、手前味噌ですが
100周年に向けて豊陵会の結束力をより強くしたと思います。本号
もご寄稿はじめご協力に感謝いたします。

102号編集部：�高48古澤頼秋・高37南里吉彦・高29蛯名美佳・
高9大久保　孝・高8神保雅明・高3妹尾景行

催し物 会員の本
豊陵会に寄贈いただいた会員の本を紹介します。（敬称略、順不同）
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会　長　
高坂　敬三（高16期）
副会長　
須賀　寅充（高16期）
三木　俊博（高20期）☆
河村　利行（高26期）☆
財務幹事　
大川慎太郎（高16期）　
廣瀬　　純（高17期）　
会計監事　
湊　　　稔（高16期）　
平田　明男（高21期）　
総務部会長　
徳田　　俊（高22期）　
会報部会長　
南里　吉彦（高37期）　
会報副部会長　
神保　雅明（高8期）　
資料室部会長　
高田　裕文（高20期）　
資料室副部会長　
川上　　寛（高13期）　
IT推進部会長　
松尾　昌昭（高16期）　
IT推進副部会長　
丸山　幸夫（高15期）　
事務局長　
伊藤　晴康（高21期）　
事務局　
高岡　浩子（高13期）　
福本　正美（高21期）　
菅　　祐子（高32期）　
幹　事　
妹尾　景行（高3期）　
友国　泰治（高5期）　
上神英二郎（高6期）　
多河　正和（高7期）　
大久保　孝（高9期）　
長谷川能民（高10期）　
阿賀　敏雄（高12期）　
堀内　　肇（高14期）　
越智　克司（高15期）　
木村　榮次（高15期）　
村瀬　一郎（高15期）　
梶山　四郎（高16期）　
島野　高志（高16期）　
中田　八朗（高16期）　
正岡　　哲（高16期）　
松村　宗順（高17期）　
佐野　紀夫（高18期）　
中村　洋之（高18期）☆
転法輪真理（高18期）　
岡嶋　　豊（高19期）　
野原　嗣久（高19期）　
渡辺　寿一（高19期）　
矢澤　マリ（高20期）　
牧野　　隆（高21期）　
三井　正則（高21期）　
中島　　守（高22期）　
河田　一裕（高23期）　
熊澤　一郎（高23期）　
永井　宏明（高23期）　

中野　隆子（高26期）　
加藤　芳哉（高29期）　
神戸　裕子（高29期）　
名和　道紀（高30期）　
永井　　裕（高30期）　
橋田　　浩（高32期）　
亀井　圭子（高37期）　
白木　智巳（高41期）　
北之坊晋次（高45期）　
評議員　
飯嶌　　宏（中23回）　
西島　靖之（高1期）　
岡田　久男（高2期）　
中西　寛治（高2期）　
政木　　武（高2期）　
前川　　巖（高5期）　
八幡　弘道（高6期）　
山埜ゆみ子（高6期）　
岸谷由紀子（高6期）　
石橋　美紀（高7期）　
岡北　　章（高7期）☆
浅田　重子（高7期）　
成田　研一（高8期）　
牧　　雄彦（高8期）　
東　　敦子（高8期）　
石田美代子（高8期）　
水谷　忠昭（高9期）　
上田三千乃（高10期）　
久保　文子（高10期）　
猪谷　正臣（高11期）　
平井　　昭（高11期）　
植田　元則（高12期）　
菅谷　　梓（高13期）　
岩武　萬子（高13期）　
小出　君子（高13期）　
鵜川　増文（高14期）　
中野　英機（高14期）　
依田　昌彦（高14期）　
高須　元洋（高15期）　
中村　　信（高15期）　
仲田　祐司（高15期）　
渡邉　　元（高15期）　
宗田　京子（高15期）　
中出　幸子（高15期）　
森本　倫子（高16期）　
三甲野敏子（高16期）　
森本　徳子（高16期）　
千田　智之（高17期）　
廣野　敏生（高17期）　
藤田　　進（高17期）　
宮崎　保之（高17期）　
石尾　賢一（高18期）　
小林　正明（高18期）　
古川美重子（高18期）　
矢野　雅晴（高19期）　
徳永金三郎（高19期）　
奥田　逸朗（高20期）　
田村　雅史（高20期）　
中野　隆史（高20期）　
守口　建治（高20期）　
加堂　裕規（高21期）　
田村　　守（高21期）　

福島　　裕（高21期）　
豊田　宣子（高21期）　
吉田　優子（高21期）　
三木　茂生（高22期）　
林　　雅子（高22期）　
菅原　順子（高22期）　
上野千佳子（高22期）　
桑畑　健二（高23期）　
中木　常雄（高23期）　
深井　玲子（高24期）　
増田　吉則（高25期）　
折原　玲子（高25期）　
片山　泰子（高25期）　
横井　葉子（高26期）　
雨宮　　伸（高27期）　
石田　省三（高27期）　
梅原　拓也（高27期）　
勝又　敏夫（高27期）　
神川　定久（高27期）　
中村佐知大（高27期）　
長岡佐江子（高27期）
河嶋　倫枝（高27期）☆
明里　一孝（高28期）
松井　　豊（高28期）
中嶌　尚志（高29期）
矢野　正仁（高29期）　
石垣　美紀（高29期）　
前田　妙子（高29期）　
久井　主税（高31期）　
山下　典子（高31期）　
松本　良枝（高31期）　
升井　知子（高31期）　
門田　浩一（高32期）　
北原　千春（高32期）　
國友　奈美（高32期）　
有賀由利子（高32期）　
坂上　憲史（高33期）　
利川　公代（高33期）　
沖原みゆき（高34期）　
門田　佳子（高34期）　
中原　洋子（高34期）　
河野　浩明（高35期）　
田中　元彦（高35期）　
吉本　正樹（高35期）　
岸本　一蔵（高36期）　
重定　宏明（高36期）　
田中　一史（高36期）　
小島　史子（高36期）　
中村　康子（高36期）　
福中　寛子（高36期）　
古川智香子（高36期）　
津田　昌一（高37期）　
名倉　　功（高37期）　
南　　千恵（高37期）　
木南　　鼓（高38期）　
藤田　竜治（高38期）　
大西　花子（高38期）　
佐藤　琴波（高38期）　
権藤由記子（高38期）　
髙畑　秀道（高38期）　
別所　邦彦（高39期）　
山田　竜也（高39期）　

重村　桜子（高39期）　
米田美代子（高39期）　
山見　智子（高39期）　
後藤　　淳（高40期）　
齊藤　雅彦（高40期）　
徐　　廷禹（高40期）　
岡本　直美（高40期）　
櫻井さとこ（高40期）　
桝谷　礼子（高40期）　
池田　大輔（高41期）　
濱田　俊治（高41期）　
堀岡　良則（高41期）　
泉　　美奈（高41期）　
平野　直子（高41期）　
中嶋　ちさ（高41期）　
穴道奈穂子（高41期）　
久代希予子（高41期）　
横路　睦美（高41期）　
中西　育代（高41期）　
石井　君香（高41期）　
酒匂　建文（高42期）　
吉岡　君枝（高42期）　
小林　知博（高42期）　
佐々木有里（高42期）　
村上　陽子（高42期）　
山中美由紀（高42期）　
尾上　高志（高43期）　
藤田　貴支（高43期）　
木下　真吾（高44期）　
児玉健太郎（高44期）　
髙橋　繁生（高44期）　
玉城　勇人（高44期）　
中山　雅詞（高44期）　
命尾　昌彦（高44期）　
吉田　雄三（高44期）　
大橋みゆき（高44期）　
鳥居　菜絵（高44期）　
橋本　匡弘（高45期）　
市原史津子（高45期）　
西岡佐知子（高45期）　
下村満美子（高45期）　
片岡亜紀子（高45期）　
西　　広嗣（高46期）　
松本　耕一（高46期）　
宮藤　幸一（高46期）☆
前田　優香（高46期）　
幸田　伸明（高47期）　
山中　泰幸（高47期）　
野田　健一（高48期）　
古澤　頼秋（高48期）　
和田あやか（高48期）　
石黒　陽子（高49期）　
多賀　朋子（高49期）　
小林佳代子（高50期）　
山口　真歩（高50期）　
磯部　光男（高51期）　
高麗啓一郎（高51期）　
畑　　雅三（高51期）　
山田　あや（高51期）　
佐藤　　健（高52期）　
齋藤　佑樹（高52期）　
花畑　　雄（高52期）　

南岡　俊之（高52期）　
岡　　美帆（高52期）　
上原　拓真（高53期）　
南川　郁夫（高53期）　
兼田　美紀（高53期）　
五十里麻衣（高53期）　
寺井　寿子（高53期）　
寺脇　知里（高53期）　
森西　絵美（高53期）　
國平　直樹（高54期）　
雜賀　譲二（高54期）　
徳重美紀子（高54期）　
圓岡　美幸（高54期）　
臼杵　　毅（高55期）　
恩田　淳史（高55期）　
横谷　圭祐（高55期）　
髙橋　敬子（高55期）　
前防由利子（高55期）　
勝部　義幸（高56期）　
田中　　良（高56期）　
宮澤　佳樹（高56期）　
梶谷　理紗（高56期）　
古澤　真希（高56期）　
星野　亜季（高56期）　
尾崎　　優（高57期）　
小松　光一（高57期）　
比嘉　雅浩（高57期）　
安福　一貴（高57期）　
筒井　優沙（高57期）　
大西　　唯（高57期）　
平尾　友美（高57期）　
上西　将司（高58期）　
早野　貴至（高58期）　
中村　志穂（高58期）　
門脇　亮太（高59期）　
尾西　沙絵（高59期）　
小美野陽子（高59期）　
岸田絵里加（高59期）　
石野　勇次（高60期）　
喜多　芳裕（高60期）　
吉田　将平（高60期）　
柏原　成美（高60期）　
中島　早苗（高60期）　
上栗　良介（高61期）　
黒谷　光宏（高62期）　
姫田　慎也（高62期）　
平井　宏和（高62期）　
山下　真護（高62期）　
小島　　碧（高62期）　
松本　紗和（高62期）　
柏原　翔太（高63期）　
田原　大祐（高63期）　
新免　瑞穂（高63期）　
美野　千尋（高63期）　
井口　大夢（高64期）　
上村　文哉（高64期）　
上原　瑛美（高64期）　
星　安理沙（高64期）　
荒川　挙人（高65期）　
下村　龍一（高65期）　
伊藤　智紘（高65期）　
植屋　陽佳（高65期）　

川上　　彩（高65期）　
伊達　　巧（高66期）　
牧　　省吾（高66期）　
太田　枝織（高66期）　
村岡　彩夏（高66期）　
杉方　翔也（高67期）　
木村　萌絵（高67期）　
加藤　晴貴（高68期）　
神代　康輔（高68期）　
大西　晴奈（高68期）　
岡本　典子（高68期）　
赤阪　亮太（高69期）　
石橋　快都（高69期）　
清瀬　勇人（高69期）　
高原虎太郎（高69期）　
田中　雷三（高69期）　
福田　颯真（高69期）　
横城　壮太（高69期）　
島田　真帆（高69期）　
大同　李奈（高69期）　
松川　佳奈（高69期）　
村岡　美侑（高69期）　
道地　優斗（高70期）　
岡田　悠里（高70期）　
北村なつみ（高70期）　
中島壮一朗（高70期）　
米倉　開途（高70期）　
北脇　知花（高70期）　
粱　　誠治（高70期）　
森　　航太（高71期）☆
森田　瑞生（高71期）☆
顧　問　
藤上　幸作（中22回）　
芳賀　　洋（中23回）　
神内　重明（高5期）　
小西　淳次（高6期）　
中井　梅雄（高7期）　
望月　靖允（高7期）　
中川　治喜（高9期）　
中野　寛成（高11期）　
河村　　繁（19代校長）
北　　修爾（高13期）　
永田　武全（高15期）　

東京支部支部長　
松本　俊二（高21期）　
中部支部支部長　
岡野　　勝（高22期）　

●役員一覧 （令和2年2月22日現在）� ☆印は、平成31年4月以降の新任　

高72期同期会世話役　
平井　元基　� 喜田　息吹
小西　遥登　� 渡邉　純子
川除　隆真　� 松本　麻希
大谷　昂輝　� 永島　美帆
田中　楽人　� 安部　莉生
榎本真之介　� 舩入　玲奈
藤原　碧大　� 碇本　優衣
西原　正真　� 川越　里穂
屋宜　　潤　� 西岡明日香
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2019 年豊陵会一般会計決算　

収　支　計　算　書　　　自　2019年 1月 1日　　至　2019年 12月 31日� （単位：千円）
収  入  の  部 決    算 予　　算 支  出  の  部 決    算 予　　算

前 期 繰 越 収 支 差 額 13,929 13,929 豊 陵 会 報 発 行 費 7,963 3,800
豊 陵 会 協 力 金 6,285 5,000 総 会 開 催 費 1,178 1,300
一 般 会 費 収 入 3,537 3,510 学 校 行 事 支 援 金 530 530
寄 付 金 401 700 卒 業 記 念 品 贈 呈 費 281 290
会 報 広 告 収 入 798 800 豊 陵 会 報 部 会 148 150
総 会 出 席 会 費 収 入 846 1,000 豊 陵 資 料 室 42 110
総 会 時 販 売 等 収 入 0 200 I T 推 進 部 会 0 100
( 販売収入 282千円は 100周年記念事業への寄付としました） 東 京 支 部 補 助 金 150 150
利 息 収 入 0 1 中 部 支 部 補 助 金 100 100
雑 収 入 34 30 事 務 局 費 3,074 2,920

諸 会 議 費 798 1,300
事 務 機 器 使 用 料 187 500
事 務 用 品 備 品 購 入 代 432 500
事 務 局 光 熱 費 115 120
電 信 電 話 料 97 140
通 信 費 293 400
交 通 費 41 50
慶 弔 費 0 40
振 込 手 数 料 265 150
雑 費 1 10
100 周 年 記 念 準 備 費 370 5,000
次 期 繰 越 収 支 差 額 9,763 7,510

計 25,834 25,170 計 25,834 25,170

2020 年豊陵会一般会計予算

収　支　予　算　書　　　自　2020年１月１日　　至　2020年 12月 31日� （単位：千円）
収  入  の  部 予    算 前年度予算 支  出  の  部 予    算 前年度予算

前 期 繰 越 収 支 差 額 9,763 13,929 豊 陵 会 報 発 行 費 8,000 3,800
豊 陵 会 協 力 金 5,000 5,000 総 会 開 催 費 1,300 1,300
一 般 会 費 収 入 3,220 3,510 学 校 行 事 支 援 金 530 530
寄 付 金 300 700 卒 業 記 念 品 贈 呈 費 330 290
会 報 広 告 収 入 800 800 豊 陵 会 報 部 会 150 150
総 会 出 席 会 費 収 入 900 1,000 豊 陵 資 料 室 部 会 110 110
総 会 時 販 売 等 収 入 200 200 I T 推 進 部 会 100 100
利 息 収 入 1 1 東 京 支 部 補 助 金 150 150
雑 収 入 5 30 中 部 支 部 補 助 金 100 100

事 務 局 費 3,140 2,920
諸 会 議 費 1,300 1,300
事 務 機 器 使 用 料 500 500
事 務 用 品 備 品 購 入 代 500 500
事 務 局 光 熱 費 120 120
電 信 電 話 料 140 140
通 信 費 400 400
交 通 費 50 50
慶 弔 費 40 40
振 込 手 数 料 300 150
雑 費 10 10
100 周 年 記 念 準 備 費 1,000 5,000
予 備 費 1,919 7,510

計 20,189 25,170 計 20,189 25,170

貸　借　対　照　表　（2019年 12月 31日現在）
資     産     の     部 負債及び正味財産の部

預 金 等 25,170 負 　 　 債 　（ 未 払 金 ） 555
仮 払 金 168 正 味 財 産 24,784

合　　計 25,339 合　　計 25,339
仮払金は部会費の翌年繰越金額です
負債(未払金）は100周年記念事業加古隆コンサートのチケット代金です

2019 年豊陵会記念事業特別会計決算
（単位：千円）

豊陵会記念事業特別会計は、2019年 12月 31日現在　18,556 千円となっています。

豊陵会　2019年決算及び2020年予算

編集発行　豊陵会報編集部（大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内）
発　　行　令和2年4月25日　　発行人 高坂　敬三
事 務 局	 〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号（大阪府立豊中高等学校内豊陵会）
　　　　　（06）6849-4973（FAX兼用）　ホームページ　http://www.houryou.org
　　　　　メールアドレス　office@houryou.org　または　kaihou@houryou.org
デザイン　風屋合同会社　　印　刷　株式会社廣済堂

●会員数（2020年3月5日現在）
卒業生数 37,051人／旧職員 553人
現職員 92人／連絡可能者数 21,900人

●会報発行部数
発行部数 23,500部／会員発送数 22,400部／学校配布 1,100部
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今年のゲストは　
豊中高校　音楽部の皆さんです

こんにちは！　豊中高校音楽部です！　私

たちは、弦楽四重奏をメインに活動してい

ます。部員のほとんどが高校に入学してか

ら初めて弦楽器を始めた人ばかりですが、

お互いに教えあって日々練習を重ね、技

術の向上に取り組む毎日です。私たちの

演奏を聴いてくださるみなさんを、弦楽

器の音色で癒せるよう頑張ります！

2020年　豊中中学・豊中高校

2020年10月25日（日） 11：00 〜 14：00（受付10：30）

ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
（阪急豊中駅前・06-6849-1111）

6,000円（一般）
「ホームカミングアゲイン」	 卒業50年優待	（高校22期生） 会費 3,000円
「ホームカミング25」	 卒業25年優待	（高校47期生） 会費 3,000円
新 入 会 員 招 待 	 	 （高校72期生） 会費 無　　料

「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い
今回のバザー収益は母校創立100周年記念事業への寄付とします。つきま

しては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈品提供にご理解をいただき、
ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだけ 
10月2日(金)までに事務局必着でお願いいたします。

※令和2年6月28日（日）開催予定の
　東京支部総会は中止となりました。

●中部支部総会は
　11月14日（土）　15：00 〜
	 名商グリル（名古屋商工会議所ビル）

日時

会場

会費

総会に出席ご希望の方は豊陵会事務局に10月2日（金）までにご連絡をお願いいたします。
座席のご用意がありますので、出席の方は必ずご連絡ください。

・電子メールの場合は、　office@houryou.org　
・左のQRコードから出席の連絡をしていただくことができます。
・FAXの場合は、06-6849-4973 へ
・ �電話の場合は、06-6849-4973 （但し月・水・金曜日の午前10時から午後3時までです。)

豊陵会総会のご案内

※内容等は、予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

豊陵会総会は10月25日に延期


